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土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 ３ ０ 年 のあゆみ  

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 会 長  藤 田  佑 子  

 

 

平 成 ４ 年 ２ 月 ２ ９ 日 に 当 協 会 が 設 立 し て ３ ０ 周 年 を 迎 え る に あ た り 、 ご 挨 拶 を 申

し上 げます。  

初 代 武 井 会 長 、二 代 目 小 城 会 長 、三 代 目 瀬 古 澤 会 長 の 強 い リ ー ダ ー シッ プに 導

か れ 、 こ れ ま で の 多 種 多 様 な 活 動 を お 引 き 受 け し て 、 微 力 な が ら 国 際 交 流 事 業 を 展

開 してまいりました。  

設 立 当 時 か ら の 事 業 を 振 り 返 り ま す と 、 「 地 球 市 民 ふ れ あ い セ ミ ナ ー 」 で は 市 内 外

か ら 大 勢 の 意 欲 あ る 若 い 人 た ち の 参 加 が あ り 、 活 動 を 盛 り 上 げ て く れ ま し た 。 各 分 野

の 専 門 家 の 先 生 より 国 際 感 覚 、異 文 化 理 解 の大 切 さ を 学 び 、 さ ら には 現 地 の人 々 と

直 接 ふ れ 合 っ て 交 流 す る 海 外 研 修 へ と 発 展 し て い っ た こ と が 、 こ の 交 流 活 動 の 原 点

のように思 い ます。  

時 は 過 ぎ 、 事 業 の 一 つ で あ る 中 学 生 の 交 換 交 流 事 業 は 、 今 ま で の オ ー ス ト ラ リ ア 、

シ ド ニ ー 市 か ら 土 浦 市 の 姉 妹 都 市 で あ る ア メ リ カ 、 パ ロ ア ル ト 市 へ と 移 っ て １ ０ 年 、 こ

の 体 験 を 通 し て 、 世 界 へ 目 を 向 け る 意 欲 へ と 成 長 し て い く 参 加 者 の 姿 を 頼 も し く 感

じ て い ま す 。 し か し な が ら 、 令 和 に な っ て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 世 界 中 に ま ん 延 し 、 新 た

に 変 異 株 が 猛 威 を 振 る っ て い ま す 。 令 和 ２ 年 度 か ら ３ 年 度 は 中 学 生 交 換 交 流 事 業

を はじ め日 本 語 教 室 など 多 くの 事 業 が 中 止 や 規 模 の縮 小 を 余 儀 なくさ れ ま した 。  

こ の よ う な 厳 し い 状 況 の 中 で も 、 令 和 ２ 年 度 に は 、 会 員 のご 協 力 を 受 けて 、 日 本 語

教 室 に 通 う 受 講 生 と 留 学 生 に 、 物 資 を 支 援 出 来 た こ と は 幸 い で し た 。 ま た 、 令 和 ３

年 度 に は 日 本 ベ ト ナ ム 協 会 茨 城 支 部 様 か ら の 呼 び か け に よ り 、 共 催 し て 市 内 で 学 ぶ

学 生 た ちや 研 修 生 た ちに物 資 の支 援 協 力 を さ せ てい ただ きま した 。  

ま た 、 当 協 会 の 継 続 事 業 の 一 つ で も あ る 青 年 海 外 協 力 隊 で 活 躍 さ れ た 方 々 の 報

告 会 に は 、 刻 々 と 変 わっ て い く 世 界 情 勢 の 中 に 飛 び 込 ん で 発 展 途 上 国 で活 躍 さ れ て

い る 若 い 人 た ち の 体 験 談 に 感 動 を 覚 え ま す 。 最 近 学 生 の 参 加 者 も 増 え 、 少 な か ら ず

影 響 を 与 えているのではないでしょうか。  

今 、 欧 米 では ア ジ ア 人 に対 する ヘイ ト クラ イ ム（ 人 種 や 国 、宗 教 に 対 す る偏 見 ） で暴

力 を 振 る わ れ て い る 人 々 の 存 在 の 報 道 を 耳 に し ま す 。 土 浦 市 に は ４ ， ４ ０ ０ 人 の 外 国

人 登 録 者 が お り ま す が 、 た と え 国 や 言 葉 が 違 っ て も 互 い に 尊 重 し 、 思 い や る 気 持 ち が

良 好 な関 係 に繋 が って い くも のと 信 じ てい ます。  

お し ま い に 、 こ れ ま で 活 動 の ご 理 解 や ご 支 援 を 賜 り ま し た 土 浦 市 、 共 に 支 え て 下 っ

た 副 会 長 、 部 会 長 、 は じ め 会 員 の み な さ ま 、 事 務 局 や 全 て の 関 係 者 の 方 々 に 感 謝 を

申 し 上 げ る と 共 に 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 早 期 終 息 を 願 い 、 み ん な で 参 加 ・ 活 動 が 出

来 る土 浦 市 国 際 交 流 協 会 のさ らなる発 展 を めざし て 精 進 して まい りま す。  

ごごああいいささつつ  



－ 2－

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 ３ ０ 周 年 に寄 せて 

 

 

土 浦 市 長   安 藤  真 理 子  （ 名 誉 会 長 ）  

 

 

こ の度 、 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が 設 立 ３ ０ 周 年 を 迎 え ら れ ま し た こ とを  心 よ りお喜

び申 し上 げます。  

貴 協 会 は 、 平 成 ４ 年 ２ 月 に 設 立 さ れ て 以 来 、 市 民 を 主 体 と し た 幅 広 い 分 野 に お け

る 国 際 交 流 を 推 進 し 、 国 際 感 覚 を 持 つ 人 材 の 育 成 と 国 際 化 に 向 け た 地 域 づ く り の

た め に 、 各 種 交 流 事 業 や 講 座 な ど 、 幅 広 い 活 動 を 展 開 さ れ て こ ら れ ま し た 。 そ の 功 績

は 、 本 市 の 国 際 交 流 そ の も の と 言 っ て も 過 言 で は な く 、 歴 代 会 長 を 始 め 、 会 員 の 皆

様 のたゆま ぬ努 力 と熱 意 に深 く敬 意 を表 しま す。  

さ て 、 本 市 で は 、 平 成 ６ 年 か ら 、 ド イ ツ ・ フ リ ー ド リ ッ ヒ ス ハ ー フ ェ ン 市 と 友 好 都 市 を 、

平 成 ２ １ 年 に は ア メ リ カ ・ パ ロ ア ル ト 市 と 姉 妹 都 市 を 締 結 し 、 か す み が う ら マ ラ ソ ン 兼

国 際 盲 人 マ ラ ソ ン 大 会 へ の 選 手 招 待 や パ ロ ア ル ト 市 と の 中 学 生 交 換 交 流 事 業 な ど

を 通 し て 親 善 を 深 め て き ま し た が 、 こ の よ う な 友 好 関 係 を 築 い て こ ら れ ま し た の も 、 ひ と

えに貴 協 会 の御 尽 力 の賜 物 と存 じ ます。  

そ し て 、 カ レ ー フ ェ ス テ ィ バ ル へ の 出 店 、 土 浦 キ ラ ラ ま つ り 七 夕 お ど り へ の 参 加 な ど 、

国 際 交 流 の み な ら ず 、 本 市 の 賑 わ い と 魅 力 向 上 に も 多 大 な る ご 貢 献 を い た だ い て お

り、厚 く御 礼 申 し上 げま す。  

さ て 、 近 年 、 様 々 な 分 野 で 国 際 化 が 進 む 中 、 外 国 人 市 民 や 訪 日 外 国 人 は 増 加 の

一 途 を た ど り 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 一 時 的 な 停 滞 は あ る も の の 、 今 後 も そ の 傾 向 は 続 く も

のと予 想 さ れます。  

本 市 でも 、現 在 4 ,40 0 人 を超 える外 国 人 が 在 住 しており、国 籍 や 文 化 の異 な る

外 国 人 と 日 本 人 が 、 市 民 と し て 、 地 域 づ く り に 参 加 す る 多 文 化 共 生 の 環 境 づ く り は 、

ま す ま す 重 要 に な っ て ま い り ま す 。 そ の た め 、 本 市 に お き ま し て は 、 令 和 ２ 年 ３ 月 に 「 土

浦 市 多 文 化 共 生 推 進 プ ラ ン 」 を 策 定 し 、 関 係 機 関 や 団 体 の 皆 様 と 連 携 を 図 り な が

ら 、 市 民 協 働 に よ る 多 文 化 共 生 の ま ち づ く り に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で す 。 こ う し た 中 、

日 本 語 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 や 地 域 ふ れ あ い 事 業 を 実 施 す る な ど 、 多 文 化 共 生 社

会 の実 現 に向 けて、御 尽 力 をいただい ておりま すこ とに深 く感 謝 申 し上 げま す。  

３ ０ 年 の 長 き に わ た り 、 熱 意 あ ふ れ る 活 動 を 続 け ら れ て い る 貴 協 会 に お か れ ま し て

は、今 後 も 更 なる御 支 援 と御 協 力 をい ただきま すよう お願 い 申 し上 げま す。  

ま た 、 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ へ の 侵 攻 に 対 し ま し て は 、 攻 撃 は 熾 烈 を 極 め て お り 、 戦

火 に さ ら さ れ て い る ウ ク ラ イ ナ の 人 々 を 一 刻 も 早 く 救 う た め に 、 今 、 国 際 社 会 が 一 致

団 結 し て 、 ウ ク ラ イ ナ へ の 支 援 を 行 っ て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 本 市 で は 、 国 際 平 和

へ の 祈 り を 込 め て 、 募 金 に よ る ウ ク ラ イ ナ 支 援 を 行 う こ と と し 、 募 金 箱 の 設 置 に ご 協 力

を い た だ き ま し た  土 浦 市 国 際 交 流 協 会 、 土 浦 商 工 会 議 所 、 新 治 商 工 会 の 皆 様 に 、

深 く感 謝 申 し上 げま す。  

ウクラ イナに一 日 も 早 く平 和 な日 々が 戻 るこ とを心 か ら お祈 りい たしま す。  

結 び に 、 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の 益 々 の 御 発 展 と 藤 田 会 長 を 始 め 、 会 員 の 皆 様

方 の 御 健 勝 と 御 活 躍 を 心 か ら 御 祈 念 申 し 上 げ 、 お 祝 い の 言 葉 と さ せ て い た だ き ま す 。 

祝祝 辞辞   



－ 3－

 

祝 辞   

 

 

土 浦 市 議 会 議 長   小 坂  博  （ 顧 問 ）  

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が 、 こ の た び 創 立 ３ ０ 周 年 を 迎 え ら れ ま し た こ と 、 誠 に お め で

とうござい ます。市 議 会 を代 表 い たしま して、こ ころよ りお慶 び 申 し上 げま す。  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 は 、 平 成 ４ 年 ２ 月 に 発 足 し 国 際 交 流 活 動 や 地 域 で 生 活 す

る 外 国 人 と の 共 生 に 向 け た 取 組 な ど 、 着 実 に 成 果 を 挙 げ て こ ら れ 、 そ の ご 努 力 に 対 し

深 甚 なる敬 意 を表 する次 第 でござい ま す。  

外 国 人 市 民 の 増 加 と と も に 、 地 域 住 民 と の 共 生 、 安 全 で 安 心 が で き る 生 活 、 活

動 し や す い 開 か れ た 地 域 へ の 必 要 性 が 高 ま っ て お り 、 生 活 情 報 の 提 供 や 相 談 対 応 、

地 域 住 民 と の 交 流 の 場 の 創 出 な ど 、 貴 協 会 の さ ま ざ ま な 施 策 の 展 開 は 、 本 市 の 国

際 化 に大 き く貢 献 してこ られました。  

な か で も 交 換 交 流 事 業 に お い て 、 姉 妹 都 市 で あ る ア メ リ カ 合 衆 国 パ ロ ア ル ト 市 との

中 学 生 の 海 外 派 遣 や 海 外 訪 問 団 の 受 け 入 れ な ど を 通 し て 、 官 民 一 体 と な っ た 都 市

間 交 流 に よ る 市 民 交 流 の 輪 が 広 が っ て お り ま す こ と は 、 こ の 上 な い 喜 び で あ り ま す 。 こ

の 取 組 は 、 本 市 の 活 性 化 に 大 き く 貢 献 す る と と も に 、 創 造 的 で 個 性 的 な 魅 力 あ ふ れ

る 多 文 化 共 生 社 会 を 推 進 し て い く 上 で 欠 か す こ と の で き な い も の で 、 関 係 各 位 の ご

尽 力 に心 か ら感 謝 申 し上 げま す。  

現 在 の 世 界 情 勢 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 猛 威 を 振 る っ て お り 、 先 行 き に

不 透 明 感 が 続 く 中 、 数 次 に わ た る 波 状 的 な 感 染 症 の ま ん 延 に よ り 、 国 民 生 活 に 深

刻 な 影 響 を 及 ぼ し て い る と と も に 、 貴 協 会 の 各 種 事 業 が 中 止 を 余 儀 な く さ れ て お り ま

す 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 一 日 も 早 く 終 息 し 、 市 民 生 活 が 正 常 化 す る と と も に 、

国 際 交 流 事 業 を多 くの 市 民 の参 加 のも と推 進 でき るこ とを切 に願 っております。  

今 後 も 外 国 人 市 民 と 地 域 住 民 が 共 生 す る た め の 体 制 の 拡 充 を 進 め て い た だ く と

と も に 、 相 互 理 解 と 友 好 親 善 を 深 め る 国 際 交 流 の 発 展 の た め 、 さ ら な る お 力 添 え を

賜 りま すこ とをお願 い 申 し上 げま す。  

結 び に 、 こ の 記 念 す べ き ３ ０ 周 年 を 契 機 に 、 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が さ ら な る 飛 躍

を さ れ ま す と と も に 、 会 員 の 皆 さ ま と 関 係 各 位 の ご 健 勝 と ご 活 躍 を 心 か ら ご 祈 念 申 し

上 げま して、お祝 い の言 葉 といたしま す。  
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祝 辞   

 

 

土 浦 商 工 会 議 所 会 頭  中 川  喜 久 治  （ 顧 問 ）  

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 ３ ０ 周 年 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。 心 よ り お 祝 い 申 し

上 げま す。  

貴 協 会 は 、 姉 妹 都 市 ア メ リ カ ・ パ ロ ア ル ト 市 の 中 学 生 と 市 内 中 学 生 と の 交 換 交 流

事 業 や 、 か す み が う ら マ ラ ソ ン 大 会 に 友 好 都 市 ド イ ツ ・ フ リ ー ド リ ッ ヒ ス ハ ー フ ェ ン 市 等

か ら の 選 手 招 待 、 土 浦 キ ラ ラ ま つ り に お け る 七 夕 お ど り や カ レ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 等 の 地

域 イ ベ ン ト へ の 参 加 、 日 本 語 教 室 や 各 国 の 文 化 に 触 れ る 多 国 語 講 座 等 、 市 民 の 国

際 理 解 と関 心 を高 め 、国 際 感 覚 を持 つ 人 材 の 育 成 と、国 際 化 に 向 け た地 域 づ くりに

寄 与 さ れてこ ら れま した。  

ま た 、 一 人 ひ と り の 多 様 性 を 認 め 、 誰 も が 暮 ら し や す い 多 文 化 共 生 社 会 づ く り の

推 進 が こ れ ま で 以 上 に 求 め ら れ る 現 在 、 貴 協 会 の 皆 様 方 は そ の 経 験 や ノ ウ ハ ウ を 活

か し て 、 地 域 の 外 国 人 の 方 々 に 寄 り 添 っ た 対 応 を な さ れ 、 土 浦 市 の 国 際 交 流 の 発 展

に多 大 な貢 献 をさ れましたこ とに深 く敬 意 を表 しま す。  

特 に 昨 今 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 に よ り 、 留 学 生 を は じ め と す る 外 国 人 の 方 々 が 困 窮 さ

れ て い る 状 況 を う け 、 貴 協 会 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 多 く の 寄 付 を 募 り 、 支 援 物 資

を 購 入 し 、 市 内 の 専 門 学 校 等 に 通 わ れ る 留 学 生 や 貴 協 会 ・ 土 浦 ユ ネ ス コ 協 会 共 催

の日 本 語 教 室 の生 徒 の 方 々に贈 呈 さ れま した 。こ のよ う に、外 国 人 の方 々に 常 に寄 り

添 っ て 活 動 さ れ る 皆 様 の 存 在 は 、 異 国 の 地 で 暮 ら す 方 々 に と っ て 、 大 変 心 強 い 支 え

となっておられることでしょう。  

私 ど も 土 浦 商 工 会 議 所 は 、 昨 年 創 立 ７ ５ 周 年 を 迎 え 、 「 あ り が と う ！ 地 域 と 共 に

７ ５ 年 」 を ス ロ ー ガ ン に 、 故 郷 ・ 土 浦 へ の 感 謝 を 込 め て 、 事 業 を 展 開 し て 参 り ま し た 。

貴 協 会 が 取 り 組 ま れ て い る 多 文 化 共 生 社 会 の 実 現 は 、 こ れ か ら の 地 域 づ く り 、 地 域

活 性 化 に お い て も 、 非 常 に 重 要 で あ り ま す 。 今 後 も 貴 協 会 と 協 力 し 、 だ れ も が 暮 ら し

や すい 多 文 化 共 生 の社 会 づくり等 に努 め て参 りたい と存 じ ま す。  

結 び に 、 貴 協 会 の 今 後 の 更 な る 発 展 と ご 活 躍 を 心 か ら 祈 念 申 し 上 げ 、 お 祝 い の 言

葉 といたします。  
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P a t r i c k  B u r t ,  
M a y o r ,  C i t y  o f  P a l o  A l t o  

 

パロアルト市 長  

パトリック・ バート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パ ロア ルト 市 は土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 3 0 周 年 に際 し、世 界 史 におい て も 前

例 のない こ の時 期 に、両 市 で心 温 ま る関 係 を 築 い て いるこ と に感 謝 を 申 し上 げま す。  

数 年 前 、パ ロア ルト 市 幹 部 が 、姉 妹 都 市 と して の 1 0 年 の節 目 を 祝 う ため に貴 市 を

訪 れ た 際 に は 、 貴 協 会 と 、 特 別 な ひ と と き を 共 有 し ま し た 。 心 の こ も っ た も て な し を 受 け 、

学 ぶ機 会 に満 ち た訪 問 でした 。  

パ ロア ル ト の 家 族 は 世 代 を 超 え 、 貴 市 民 と の 深 い 協 力 の も と 、 そ の 恩 恵 を 享 受 して

ま い り ま し た 。 土 浦 の ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん や 学 校 の 寛 大 な お 心 に よ り 、 長 年 に わ た

り 交 換 交 流 を 続 け 、 生 涯 の 友 情 や 思 い 出 を 共 に 育 ん で ま い り ま し た 。 パ ロ ア ル ト 市 お

よ び 市 民 は 、 土 浦 の 皆 様 と 今 日 ま で 共 に 学 び 、 可 能 性 を 追 求 す る 機 会 を 持 つ こ と が

でき ま した こ と に、深 く感 謝 を 申 し上 げま す。  

私 は パ ロ ア ル ト 市 を 代 表 し て 、 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が 、 日 本 文 化 を 世 界 と 共 有

し 、 当 市 と 活 気 あ ふ れ る 交 流 を 推 進 し な が ら 、 節 目 と な る 3 0 周 年 を 迎 え ら れ た こ と

を 、心 より お祝 い 申 し上 げま す。   

教 育 、文 化 、そし て 皆 様 と の関 係 が ま すま す発 展 しま すよう 、祈 念 い たしま す。  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 のみ なさ まへ  
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B o b  W e n z l a u ,  
P r e s i d e n t ,  
 N e i g h b o r s  A b r o a d  

 

 

 

ボブ・ ウェンズロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 0 年 の歳 月 の中 で、私 達 は大 き な変 化 を 目 の当 た り にして きま した 。変 化 は 勢 い

を 増 し 、 よ り 複 雑 な 方 向 へ と 向 か っ て い る よ う で す 。 こ の よ う な 状 況 の も と 、 土 浦 市 国

際 交 流 協 会 が 、 常 に 前 向 き な 影 響 力 を 持 っ て 3 0 周 年 を 迎 え ら れ た こ と に 、 深 く 敬

意 を 表 しま す。  

貴 会 に よ っ て 、 世 界 の 人 々 と の 間 で 培 わ れ た つ な が り は 、 多 く の 学 び を も た ら し ま し

た。  

こ れ ら の 学 び は 、 大 人 の み な ら ず 子 ど も に も 及 ん で い ま す 。 土 浦 市 国 際 交 流 協 会

の 存 在 は 、 パ ロ ア ル ト の 子 ど も た ち に と っ て な く て は な ら な い も の で す 。 パ ロ ア ル ト 、 土 浦

両 市 の子 ど もた ちの満 面 の笑 顔 は、私 た ち が共 に分 か ち 合 える、そ して 3 0 周 年 を お

祝 い するにふさわしい贈 り 物 です。 

こ れ を 祝 し て 、 私 た ち は 桜 の 木 を 植 え た い と 思 い ま す 。 交 流 の 際 に 子 ど も た ち の 手

で 植 樹 さ れ て き た 桜 は 、 成 長 す る こ と 、 美 し い こ と 、 そ し て 継 続 で き る と い う こ と の 象 徴

と な っ て い ま す 。 こ れ ら の 木 々 は 姉 妹 都 市 と し て の 両 市 の シ ン ボ ル と な っ て お り 、 こ の 節

目 におきましても恒 例 と なっているイベントを継 続 していきたいと考 えています。  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 のみ なさ まへ  

ネイバーズアブロード会 長  
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A n d r e a s  B r a n d ,  
O b e r b ü r g e r m e i s t e r   
S t a d t  F r i e d r i c h s h a f e n  

 

 

 

アンドレアス・ ブラント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貴 協 会 の 設 立 ３ ０ 周 年 に あ た り 、 フ リ ー ド リ ッ ヒ ス ハ ー フ ェ ン 市 を 代 表 し 、 ま た 、 私

個 人 と し て 、 心 よ り お 祝 い を 申 し 上 げ ま す 。 貴 協 会 の 長 き に わ た る 活 動 に 対 し 、 敬 意

を 表 し ま す 。 貴 協 会 の 長 年 の 活 動 は 、 異 な る 大 陸 と 国 を 跨 い だ 友 好 関 係 と 相 互 理

解 の 促 進 に 対 し 、 素 晴 ら し い 貢 献 を し て お ら れ ま す 。 ま た 、 貴 協 会 で は 、 発 展 途 上 国

の 地 域 経 済 、 教 育 、 社 会 開 発 を 援 助 す る 政 府 の ボ ラ ン テ ィ ア プロ グ ラ ム参 加 者 によ る

報 告 会 や 、イ ベ ン ト を 提 供 して おら れ ます。国 際 社 会 への大 き な一 歩 であり ま す。  

土 浦 市 と フリ ー ド リ ッヒス ハ ー フェ ン 市 は、1 9 29 年 にツ ェッ ペ リ ン号 が 世 界 航 海 中

に 土 浦 に 上 陸 し て 以 来 の 歴 史 的 繋 が り が あ り ま す 。 今 日 に 至 る ま で 、 両 市 の 間 は 情

熱 と 真 心 に 満 ち た 関 係 で 結 ば れ て い ま す 。 こ の こ と を 誇 り に 思 う と と も に 、 こ の 場 を お

借 り して 感 謝 を 申 し上 げた い と思 い ま す。  

貴 協 会 が 益 々 国 際 交 流 の 発 展 に 寄 与 さ れ ま す よ う 祈 念 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 今 後

と も こ の国 際 交 流 に参 与 さ せ てい ただ きた いと 存 じ ます。  

ご多 幸 を 祈 念 い たしま す。  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 のみ なさ まへ  

フリードリッヒスハーフェン市 長  
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名 称  

 

 

代 表 者  

 

設 立 目 的  

 

 

 

 

設 立 年 月 日  

 

所 在 地 ・ 連 絡 先  

 

 

 

 

会 員 数  

 

主 な 取 組 み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会  

T s u c h i u r a  I n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  

 

会 長   藤 田  祐 子  

 

土 浦 市 民 を 主 体 と し た 幅 広 い 分 野 に お け る 国 際 交 流 を 推

進 し 、 市 民 の 国 際 理 解 と 関 心 を 高 め 、 国 際 感 覚 を 持 つ 人

材 の 育 成 を 図 る と と も に 、 国 際 化 に 向 け た 地 域 づ く り に 寄

与 す る こ と  

 

平 成 ４ （ １ ９ ９ ２ ） 年 ２ 月 ２ ９ 日  

 

〒 3 0 0 - 8 6 8 6  

茨 城 県 土 浦 市 大 和 町 ９ 番 １ 号  

土 浦 市 役 所  市 民 生 活 部  市 民 活 動 課 内  

電 話 ： ０ ２ ９ － ８ ２ ６ － ９ ０ ５ １  

 

個 人 会 員 ９ １ 名  団 体 会 員 １ ４ 団 体  法 人 会 員 １ ３ 団 体  

 

１  国 際 交 流 事 業 部 会  

（ １ ）  異 文 化 交 流 事 業 部 会  

①  J I C A 筑 波 訪 問 と 国 際 交 流 の 集 い  

②  中 高 生 と 外 国 人 の 食 文 化 交 流  

③  海 外 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 報 告 会  

（ ２ ）  キ ラ ラ ま つ り 七 夕 お ど り 参 加  

 

２  姉 妹 都 市 及 び 友 好 都 市 交 流 事 業 部 会  

（ １ ）  中 学 生 交 換 交 流 事 業  

①  中 学 生 交 換 交 流 事 業 パ ロ ア ル ト 市 受 入  

②  中 学 生 交 換 交 流 事 業 パ ロ ア ル ト 市 派 遣  

（ ２ ）  か す み が う ら マ ラ ソ ン 大 会 招 待 選 手 対 応  

（ ３ ）  土 浦 の 写 真 贈 呈  

 

３  多 文 化 共 生 事 業 部 会  

（ １ ）  日 本 語 教 室 （ 土 浦 ユ ネ ス コ 協 会 と 共 催 ）  

（ ２ ）  日 本 語 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座  

①  日 本 語 ボ ラ ン テ ィ ア  レ ベ ル ア ッ プ 講 座  

②  初 級 日 本 語 講 師 養 成 講 座  

（ ３ ）  多 国 語 講 座  

（ ４ ）  地 域 ふ れ あ い 事 業  

（ ５ ）  国 際 交 流 ボ ラ ン テ ィ ア  

 

４  広 報 事 業 部 会  

（ １ ）  会 報 紙 ニ ュ ー ズ レ タ ー の 発 行  

（ ２ ）  協 会 ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営  

（ ３ ）  市 民 協 働 × 男 女 共 同 フ ェ ス テ ィ バ ル へ の 出 展  

 

５  そ の 他  

（ １ ）  土 浦 写 真 コ ン テ ス ト 後 援  

（ ２ ）  外 国 人 支 援 活 動  

（ ３ ）  ホ ー ム ス テ イ 受 入  

 

土土 浦浦 市市 国国 際際 交交 流流 協協 会会 のの概概 要要   
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副 会 長  

飯 田  芳 弘  

 

 

 

 

 

こ の 度 、 当 協 会 は 平 成 ４ 年 ２ 月 に 設

立 さ れ て か ら 、 設 立 ３ ０ 周 年 を 迎 え る こ

とにとなりました。  

本 市 には約 4 ,40 0 人 を 超 える外 国

人 が 居 住 さ れ て お り ま す 。 本 市 の 国 際 化

は 益 々 進 み 、 国 際 協 調 が 何 よ り 大 切 に

な っ て 参 り ま し た 。 こ の 様 な 中 、 協 会 の 役

割 が 市 民 の 皆 様 に 理 解 さ れ る よ う 、 更 な

る努 力 が 必 要 であると考 えております。  

令 和 元 年 1 0 月 2 5 日 ア メリ カ合 衆

国 パ ロ ア ル ト 市 と 土 浦 市 の 姉 妹 都 市 締

結 1 0 周 年 記 念 祝 賀 会 にて エリ ッ ク・ フ

ィ ル セ ス 、 中 川  清 両 市 長 と の 間 で 共 同

宣 言 書 署 名 が 行 わ れ ま し た 。 と こ ろ が 、

残 念 な こ と に 令 和 ２ 年 ２ 月 頃 よ り 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス の 蔓 延 に よ り 協 会 の 各 種 事

業 及 び イ ベ ン ト が 中 止 せ ざ る を 得 な く な

り ま し た 。 一 日 も 早 く 協 会 本 来 の 活 動 を

再 開 でき るよ う 祈 って おり ま す。  

私 事 で す が 、 姉 妹 都 市 友 好 都 市 交

流 事 業 部 会 に所 属 して おり ま した ので 中

学 生 交 換 交 流 事 業 、 か す み が う ら マ ラ ソ

ン 招 待 選 手 対 応 な ど に 思 い 出 が あ り ま

す 。 特 に 中 学 生 交 流 事 業 で す が 、 出 発

前 の 結 団 式 の 時 の 学 生 た ち は ど こ か 不

安 げ な 一 面 を 感 じ た の で す が 、 帰 国 後 の

報 告 会 で の 様 子 は 自 信 に 満 ち 、 こ ん なに

も 成 長 し て き た の か と 毎 回 感 心 さ せ ら れ

ま す 。 中 学 生 に と っ て 大 変 有 意 義 な 事

業 と 考 え て お り ま す の で 、 交 換 交 流 の 再

開 を 待 ち 望 ん でおり ます。  

最 後 に な り ま す が 、 当 協 会 の 活 動 を

支 え て く だ さ る す べ て の 皆 様 に 感 謝 を 申

し 上 げ 、 私 の 挨 拶 と 代 え さ せ て い た だ き

ます。  

 

 

 

 

副 会 長  

青 木  規 幸  

 

 

 

 

 

い ま だ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 は 市

民 の 健 康 や 生 活 に 甚 大 な 影 響 を 及 ぼ し

て お り ま す 。 終 息 の 目 途 が な か な か 立 た

ず 、も う 2 年 も の歳 月 が 流 れ て よう と して

い ま す 。 そ の た め 出 会 い や 交 流 の 場 が 減

少 し 、 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の 主 要 な

事 業 の 一 つ で あ る 中 学 生 交 換 交 流 事

業 は 3 年 続 けて 開 催 中 止 と なって おり ま

す 。 子 ど も 達 に と っ て は 一 生 一 度 の チ ャ

ン ス な の で と て も 残 念 に 思 い ま す 。 い つ か

必 ず 感 染 症 も 終 息 し 、 こ れ ま で 先 輩 方

が 築 き あ げ て き た 事 業 を こ れ ま で 通 り に

再 開 し 、 多 文 化 共 生 の 地 域 づ く り や 姉

妹 都 市 お よ び 友 好 都 市 を 含 め た 国 際

交 流 事 業 など が でき ると 信 じ ており ま す。  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 3 0 周 年

を 節 目 と し 新 た な 発 展 に 向 け て 、 市 民 の

国 際 交 流 や 国 際 理 解 の 関 心 を 高 め 、

時 代 の ニ ー ズ を 捉 え た 地 域 の 国 際 化 を

推 進 で き る よ う 活 動 し て ま い る 所 存 で あ

り ま す 。 今 後 と も 土 浦 市 国 際 交 流 協 会

へ の 変 わ ら ぬ ご 理 解 と ご 支 援 を 賜 り ま す

ようお願 い申 し上 げます。  

役役 員員 紹紹 介介   
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■国 際 交 流 事 業 部 会  

 
 

部 会 長  

岡 野  良 男  

 

 

 

 

 

縁 あ っ て 十 数 年 前 に 会 員 に な り 、 令

和 ３ 年 度 に 部 会 長 を 拝 命 致 し ま し た 。

前 部 会 長 の 竹 内 裕 様 に お か れ ま し て は

平 成 ４ 年 の 協 会 の 立 ち 上 げ 当 時 か ら 現

在 も 在 籍 さ れ 、 そ の 間 様 々 な 活 動 を 実

施 さ れ 、 現 在 の 国 際 交 流 事 業 部 会 を 形

作 ら れ た こ と に 対 し 深 甚 な る 感 謝 と 敬 意

を表 します。  

現 在 、 国 際 交 流 事 業 部 会 と い た し ま

し て は 、 在 住 外 国 人 や 日 本 語 教 室 の 生

徒 、J IC A 筑 波 研 修 員 等 の皆 様 と 日 本

人 が “ 世 界 な か よ し 連 ” と い う チ ー ム で 土

浦 キ ラ ラ ま つ り の 七 夕 お ど り コ ン テ ス ト に

参 加 す る 「 外 国 人 に よ る キ ラ ラ ま つ り の

七 夕 踊 り 参 加 」 ・ J IC A 筑 波 セ ン タ ー の

施 設 を 見 学 し 、 外 国 人 研 修 員 と の デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン や 夕 食 交 流 を 行 う 「 J IC A

筑 波 セ ン タ ー 訪 問 」 ・ 市 内 の 中 高 生 と

在 住 外 国 人 が 外 国 料 理 づ く り 等 を 通 じ

て 交 流 を 行 う 「 中 高 生 と 外 国 人 と の 食

文 化 交 流 」 ・ 青 年 海 外 協 力 隊 や シ ニ ア

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 海 外 で 活 躍 し て こ ら れ

た 方 々 を 講 師 に 迎 え 、 現 地 で の 協 力 活

動 や 体 験 を お 聞 き す る 「 海 外 ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 報 告 会 」 を 柱 に 活 動 を お こ な っ て

おります。  

日 本 を 取 り 巻 く 国 際 情 勢 も 日 毎 に 変

化 す る 中 、 現 在 は コ ロ ナ 禍 と い う 変 化 も

起 き ています。  

今 後 の 国 際 交 流 事 業 も 周 り の 環 境

に 柔 軟 に 適 応 し な が ら 活 動 を お こ な っ て

まいります。  

 

 

 

 

■ 姉 妹 都 市 及 び 友 好 都 市 交 流 事 業 部 会  

 

 

部 会 長  

佐 野  智 次  

 

 

 

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が 設 立 30 周

年 を 迎 え る 事 と な り 、 そ の 年 の 部 会 長 と

し て 活 動 で き ま す 事 を 大 変 に 光 栄 と 思

います。  

姉 妹 都 市 ・ 友 好 都 市 交 流 事 業 部 会

の 主 な 事 業 は 、 ア メ リ カ 合 衆 国 カ ル フ ォ

ル ニ ア 州 パ ロ ア ル ト 市 と の 中 学 生 交 換

交 流 事 業 と 、 か す み が う ら マ ラ ソ ン 大 会

の 招 待 選 手 の 受 け 入 れ と な り ま す 。  現

在 、 コ ロ ナ 禍 の 中 、 そ の 感 染 防 止 の 為 に 、

今 年 度 の 両 事 業 は 残 念 な が ら 中 止 と な

り ま し た が 、 早 い 時 期 で の コ ロ ナ 禍 の 終

息 で 、 来 年 度 こ そ は 再 び 開 催 が 出 来 れ

ばと願 っております。  

そ し て 、 こ れ ら の 事 業 が こ の 先 の 将 来

も 継 続 し て い く 事 で 、 土 浦 市 の 国 際 交

流 が 更 に 充 実 し 発 展 さ れ る 事 が 期 待 さ

れ ま す の で 、 私 と し て も 微 力 で す が 、 精

一 杯 頑 張 り た い と思 い ま す。  

最 後 に な り ま す が 、 当 協 会 に 対 し ま し

て ご 協 力 を 頂 き ま す 会 員 と 市 民 の 皆 様

方 に 感 謝 を 申 し 上 げ 、 ま た 、 土 浦 市 国

際 交 流 協 会 が 設 立 3 0 周 年 を 期 に更 に

発 展 し ま す 事 を 心 か ら ご 祈 念 申 し 上 げ 、

私 のご挨 拶 に代 えさ せて 頂 き ます。  
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■多 文 化 共 生 事 業 部 会  

 

 

部 会 長  

田 村  尚 子  

 

 

 

 

 

現 在 土 浦 には 6 7 ヶ国 4 ,45 3 人 の

外 国 籍 の 方 が 住 ん で お ら れ ま す 。 多 文

化 共 生 事 業 部 会 で は 、 そ の 方 々 が 地 域

に と け こ み 、 安 全 、 安 心 に 生 活 し て い け

る よ う 種 々 イ ベ ン ト や 講 座 を 計 画 、 実 施

しております。  

①   地 域 ふ れ あい 事 業  

食 文 化 交 流 と 出 前 講 座 を 行 い ま す 。

母 国 の 料 理 を 一 緒 に 調 理 ・ 試 食 を し な

が ら 、 そ れ ぞ れ の 国 の お 話 を 伺 い ま す 。 ま

た 出 前 講 座 で は ゴ ミ の 出 し 方 や 救 急 救

命 法 や 災 害 時 の 避 難 方 法 を 学 び 、 日

本 文 化 に つ い て は お 茶 、 お 花 、 折 紙 な ど

を楽 しみます。  

②   多 国 語 講 座  

市 内 各 地 区 公 民 館 の 語 学 サ ー ク ル と

は 異 に し 、 当 協 会 で は ベ ト ナ ム 語 、 イ ン ド

ネ シ ア 語 、 タ イ 語 等 な か な か 学 べ な い 言

語 に注 目 して 開 講 して おり ま す。  

③  日 本 語 教 師 養 成 講 座  

日 本 語 を 学 び た い と い う 外 国 人 に 対

して の指 導 方 法 を 学 び ま す。  

④  日 本 語 教 室 （ ユ ネス コ共 催 ）  

1 0 ヶ国 、4 0 名 程 が 受 講 して い ます。  

ひ ら が な ・ カ タ カ ナ の 読 み 書 き 等 を 学

ぶ 超 初 心 者 か ら 新 聞 を 読 む こ と が 出 来

る上 級 者 ま で、レベル別 に 1 0～ 12 クラ

スに分 か れて、学 んでいます。  

⑤ その他  

土 浦 で は 令 和 ２ 年 ３ 月 に 土 浦 市 多

文 化 共 生 推 進 プ ラ ン （ 後 期 計 画 ） を 策

定 し 、 各 種 施 策 に 取 り 組 ん で お り ま す が 、

国 際 交 流 協 会 で も 部 会 を 挙 げ て 、 地 域

で の 生 活 に 困 る こ と が な い よ う お 手 伝 い

していきます。  

 
 

 

 

 

 

 

￥  

 

■広 報 部 会  
 

 

部 会 長  

照 屋  孝 明  

 

 

 

 

 

2 0 20 年 ５ 月 より 前 任 者 の青 木 規 幸

部 会 長 か ら 、 広 報 部 会 部 会 長 の バ ト ン

を受 け継 ぎました。  

広 報 部 会 の 最 も 重 要 な 役 割 は 、 協 会

の活 動 を 記 録 する こ と と 、 土 浦 市 の 内 外

の 方 々 に 当 協 会 に つ い て 知 っ て い た だ き 、

一 人 で も 多 く の 方 に 活 動 に 参 加 し て い

ただくことです。  

そ の １ つ 目 は 、 毎 年 ２ 回 会 員 の 皆 様

向 けに発 送 する広 報 紙 「 T h e  T i e s  o f  

F r i e n d s h i p 」 の 発 行 で す 。 初 め て 部 会

長 と して担 当 した 4 6 号 の際 にはすでに

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り 、

多 く の イ ベ ン ト 等 が 中 止 や 縮 小 開 催 と な

っ て お り ま し た の で 、 こ の ２ 年 間 紙 面 作

成 には大 変 苦 労 しま した 。  

２ つ 目 は 、 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ の 管 理

運 営 を 行 い 、 ネ ッ ト で の 情 報 発 信 を 行 っ

ております。  

３ つ 目 は 男 女 共 同 参 画 × 市 民 協 働

フ ェ ス テ ィ バ ル の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に 参

加 し、当 協 会 の活 動 を P R しま す。  

そ し て 、 こ の 設 立 3 0 周 年 記 念 事 業

で は 、 こ の 記 念 誌 作 成 と イ オ ン モ ー ル 土

浦 で の 「 3 0 年 の あ ゆ み 」 パ ネ ル 展 の 開

催 を 担 当 さ せ て い た だ き ま し た 。 パ ネ ル 展

で は 、 ご 来 場 の 皆 様 に 協 会 の 活 動 を ご

紹 介 さ せていただきました。  

新 型 コ ロ ナ の 感 染 拡 大 が 落 ち 着 き 、

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の 活 動 が 元 に 戻

っ た 暁 に は 、 魅 力 的 な 情 報 発 信 を す る こ

と に よ っ て 、 土 浦 市 民 の 国 際 交 流 推 進

に役 立 ち た いと 思 って おり ま す。  
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11999911 年年度度  

（（平平成成 33 年年度度））  

  

11999922 年年度度  

（（平平成成 44 年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999933 年年度度  

（（平平成成 55 年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999944 年年度度  

（（平平成成 66 年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999955 年年度度  

（（平平成成 77 年年度度））  

 

 

 

 

 

 

2.29【協会発足】 

 

 

土浦中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり  

比較文化研究ゼミナール 

地球市民ふれあいセミナー 

ミニトーク（海外体験談） 

土浦市国際交流のつどい 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

 

 

 

役員会・総会 

土浦中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 ※雨天中止 

多国語講座 

土浦市民ふれあいサマーキャンプ in NIKKO 

比較文化研究ゼミナール 

地球市民ふれあいセミナー 

絵画・写真送付（フリードリッヒスハーフェン市） 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

 

 

 

役員会・総会 

多国語講座 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市ふれあいサマーキャンプ in NIKKO 

比較文化研究ゼミナール 

地球市民ふれあいセミナー 

絵画・写真送付（フリードリッヒスハーフェン市） 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

 

 

 

役員会・総会 

ディズニーランド日帰りツアー 

多国語講座 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市ふれあいサマーキャンプ in NIKKO ‘95 

比較文化研究ゼミナール 

地球市民ふれあいセミナー 

絵画・写真送付（フリードリッヒスハーフェン市） 

 

 

  

３３００年年ののああゆゆみみ  

フフリリーードドリリッッヒヒススハハーーフフェェンン市市

とと友友好好都都市市締締結結  
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11999966 年年度度  

（（平平成成 88 年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999977 年年度度  

（（平平成成 99 年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999988 年年度度  

（（平平成成１１００年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11999999 年年度度  

（（平平成成１１１１年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

役員会・総会 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

多国語講座 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市ふれあいサマーキャンプ in NIKKO ‘96 

比較文化研究ゼミナール 

地球市民ふれあいセミナー 

会報紙（臨時）発行 

絵画・写真送付（フリードリッヒスハーフェン市） 

 

 

 

役員会・総会 

地球市民ふれあいセミナー 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

お花見会、お月見会、もちつき大会 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦国際ふれあいサマーキャンプ 

会報紙『The Ties of Friendship』創刊（第１・２号） 

多国語講座 

 

 

 

お花見会 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第３・４号） 

地球市民ふれあいセミナー 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 

多国語講座 

土浦国際ふれあいデイキャンプ 

外国人生活ガイドブック発行 

 

 

 

日本語教室開講（土浦ユネスコ協会と共催 ※以下同じ） 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第５・６号） 

国際交流ボランティアの募集開始 

地球市民ふれあいセミナー・海外研修（マレーシア） 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

キララまつり七夕おどり参加 

友好都市 PR・ツェッペリン飛行船飛来 70 周年記念展示 

友好都市フリードリッヒスハーフェン市からの招待者派遣 

多国語講座 

土浦国際ふれあいデイキャンプ 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

外国人生活ガイドブック（タイ語） 
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22000000 年年度度  

（（平平成成１１２２年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000011 年年度度  

（（平平成成１１３３年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000022 年年度度  

（（平平成成１１４４年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000033 年年度度  

（（平平成成１１５５年年度度））  

 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第７・８号） 

友好都市市民訪問団 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

地球市民ふれあいセミナー・海外研修（カンボジア） 

土浦国際ふれあいデイキャンプ 

多国語講座 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

外国人生活ガイドブック（英語・ポルトガル語） 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第９号） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

地球市民ふれあいセミナー・海外研修（ベトナム） 

土浦国際ふれあいデイキャンプ 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

土浦市国際交流協会設立 10 周年記念事業 

外国人生活ガイドブック（スペイン語） 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会、総会、会報紙（第 10・11 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

2002 土浦発!！地球市民セミナー・海外研修（韓国） 

土浦国際交流デイキャンプ 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

外国人生活ガイドブック（中国語） 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 12・13 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

2003 土浦発!！地球市民セミナー・海外研修（マレーシア） 

土浦国際交流デイキャンプ 2003 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

外国人生活ガイドブック（ハングル版） 
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22000044 年年度度  

（（平平成成１１６６年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000055 年年度度  

（（平平成成１１７７年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000066 年年度度  

（（平平成成１１８８年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22000077 年年度度  

（（平平成成１１９９年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 14・15 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

2004 土浦発!！地球市民セミナー・海外研修（中国） 

土浦国際交流デイキャンプ 2004 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 16・17 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

2005 土浦発!！地球市民セミナー・海外研修（ベトナム） 

土浦国際交流デイキャンプ 2005 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 18･19 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

中学生交換交流事業（※以下 パロアルト市） 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

土浦国際交流デイキャンプ 2006 

異文化交流事業講演会（２回） 

土浦カレーフェスティバル参加 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

多国語講座 

役員会・総会、会報紙（第 20・21 号） 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

土浦市中学生海外派遣事業（シドニー） 

異文化交流事業講演会（２回） 

土浦国際交流デイキャンプ 2007 

カンボジア視察研修 

初心者向け日本語ボランティア養成講座 

土浦カレーフェスティバル参加 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

 

キララまつり七夕おどり 

中学生海外派遣事業 

ボランティア養成講座 

初心者向け日本語 

多国語講座（韓国語） 
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22000088 年年度度  

（（平平成成２２００年年度度））  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22000099 年年度度  

（（平平成成２２１１年年度度））  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22001100 年年度度  

（（平平成成２２２２年年度度））  

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 22・23 号） 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

高校生と在日外国人との食文化交流 

土浦カレーフェスティバル参加 

異文化交流事業講演会（２回） 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

初心者向け日本語ボランティア養成講座 

地域ふれあい事業 

フリードリッヒスハーフェン市中学生とメール交換（都和中） 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 24・25 号） 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

日本語ボランティア養成講座ステップアップ編 

異文化交流事業講演会 

土浦カレーフェスティバル参加 

初心者向け日本語ボランティア養成講座 

中・高校生と在日外国人との食文化交流 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

多国語講座 

地域ふれあい事業 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手） 

役員会・総会、部会制開始、会報紙（第 26・27 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

中学生交換交流事業 ※受入のみ 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

「日本/土浦まつり」への市民訪問団派遣 

初心者向け日本語ボランティア養成講座 

多国語講座 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と在日外国人との食文化交流 

海外ボランティア活動報告会 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

地域ふれあい事業 

 

 

 

 

  

地域ふれあい事業 

中学生交換交流事業（受入） 

海外ボランティア活動報告会 

パパロロアアルルトト市市とと  

姉姉妹妹都都市市締締結結  
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22001111 年年度度  

（（平平成成２２３３年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年度度  

（（平平成成２２４４年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22001133 年年度度  

（（平平成成２２５５年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手）※中止 

パロアルト市とフリードリッヒスハーフェン市より寄付 

役員会・総会、会報紙（第 28・29 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初心者向け・レベルアップ編） 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と在日外国人との食文化交流 

カンボジア視察研修・参加者事前研修 

海外ボランティア活動報告会 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

地域ふれあい事業 

土浦市国際交流協会設立 20 周年記念事業 

中学生交換交流事業 ※派遣のみ 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手・アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 30・31 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

中学生交換交流事業 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初心者向け・レベルアップ編） 

ベトナム視察研修 

土浦カレーフェスティバル参加 

海外ボランティア活動報告会 

中・高校生と在日外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」パネルトーク参加 

地域ふれあい事業 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（アメリカ選手）※ドイツ選手不参加 

役員会・総会、会報紙（第 32・33 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

中学生交換交流事業 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初心者向け・レベルアップ編） 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

海外ボランティア活動報告会 

地域ふれあい事業 

 

 

 

パロアルト市中学生からの手紙 

ベトナム視察研修 

土浦カレーフェスティバル 
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22001144 年年度度  

（（平平成成２２６６年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22001155 年年度度  

（（平平成成２２７７年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22001166 年年度度  

（（平平成成２２８８年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ運営開始 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手・アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 34・35 号） 

カンボジア大使館講演会 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

「日本/土浦まつり」における市民訪問団派遣 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

海外ボランティア活動報告会 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手・アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 36・37 号） 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

外国人案内サポートボランティア設置 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

土浦カレーフェスティバル 

中・高校生と外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

海外ボランティア活動報告会 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（ドイツ選手・アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 38・39 号） 

海外ボランティア活動報告会 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

フリードリッヒスハーフェン市の中学校と学校間ホームページ交流 

（土浦一中） 

カンボジア大使館講演会 

中高生と外国人との食文化交流 

マラソン選手対応 
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22001177 年年度度  

（（平平成成２２９９年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

22001188 年年度度  

（（平平成成３３００年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22001199 年年度度  

（（令令和和元元年年度度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 40･41 号） 

ベトナム大使館講演会 

中学生交換交流事業 

キララまつり七夕おどり参加 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い（一般・高校生） 

多国語講座 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

土浦カレーフェスティバル参加 

中・高校生と外国人との食文化交流 

国際交流ボランティア・ホームステイ 

海外ボランティア活動報告会 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 42・43 号） 

キララまつり七夕おどり参加 

中学生交換交流事業 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

日本語ボランティア養成講座（レベルアップ編） 

学校支援ボランティア養成講座 

多国語講座 

土浦カレーフェスティバル 

中・高校生と外国人との食文化交流 

海外ボランティア活動報告会 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

 

 

 

日本語教室 

マラソン選手接待（アメリカ選手） 

役員会・総会、会報紙（第 44・45 号） 

フィリピン大使館講演会 

中学生交換交流事業 ※受入のみ 

キララまつり七夕おどり参加 

JICA 筑波訪問と国際交流の集い 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

多国語講座 

姉妹都市締結 10 周年記念事業 

中・高校生と外国人との食文化交流 

海外ボランティア活動報告会 

「みんなで協働のまちづくりシンポジウム」ポスターセッション参加 

地域ふれあい事業 

 

 

  

日本語ボランティア 

学校支援ボランティア養成講座 

姉妹都市締結 10 周年記念事業 

養成講座（レベルアップ編） 
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22002200 年年度度  

（（令令和和２２年年度度））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22002211 年年度度  

（（令令和和３３年年度度））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室 

役員会・総会（書面総会）、会報紙（第 46・47 号） 

外国人支援活動 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

多国語講座 

海外ボランティア活動報告会 

 

 

 

 

 

 

役員会・総会、会報紙（第 48 号） 

外国人の子供たちへの教育支援セミナー（Youtube 配信） 

JICA 筑波センター訪問プログラム 

日本語ボランティア養成講座（初級・レベルアップ編） 

多国語講座 

外国人支援活動 

高校生と留学生とのオンライン交流 

海外ボランティア活動報告会 

 

 

 

土浦市国際交流協会設立 30 周年記念事業 

 ・記念式典：新型コロナウイルスの感染拡大により中止 

 ・記念講演会：令和４年度にて開催予定 

 ・「３０年のあゆみ」パネル展：３月１日～８日開催 

 ・土浦市国際交流協会設立３０周年記念誌発行 

 

 

 

 【功労者表彰】 

30 年にあたり協会の発展に功績のあった方２名の方を表彰しました。 

 

〇瀬古澤 拡（せこざわ ひろし）氏 

 氏は、土浦市国際交流協会会長を平成 18 年から 29 年まで務められまし

た。会長在任中には、パロアルト市との中学生交換交流事業の継続、姉妹都

市締結、２度にわたる土浦/日本まつりへの市民団派遣に協力するなど、姉

妹都市交流に貢献されました。またその広い人脈とオーガナイザーとしての

手腕を発揮され、多くの賛同者を獲得し、基盤の強化を図るとともに、当協

会の設立 20 周年記念事業では先頭にたって開催を成功に導くなど、当協

会の発展に多大なる貢献をされました。 

 

〇中島 敬子（なかじま けいこ）氏 

氏は、パロアルト市において平成 15～26 年まで現地の中学校で、日本

語教師を務め、中学生交換交流を担当し、現在の交流の礎を築くとともに、

平成 21 年の両市の姉妹都市締結にも多大なる尽力をされました。姉妹都

市を結んだ後は、現地の国際交流団体ネイバーズ・アブロードの副会長も務

め、平成 22・26 年にはパロアルト市にて「日本/土浦まつり」を２回にわたっ

て開催し、土浦から訪問団を迎えるなど、姉妹都市交流に尽力され、その発

展に多大な貢献をされました。 

外国人支援活動 

JICA 筑波訪問 

「30 年のあゆみ」パネル展 
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土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 ３ ０ 周 年 に 

あたり  

 

 

竹 内  裕  

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 3 0 周 年 、おめ でと う ござい ま す。  

私 は 平 成 ４ 年 に 国 際 交 流 協 会 を 設 立 す る 準 備 会 の 時 か ら 参 加 し 、 正 式 に 発 足 し

た時 には、まだ若 かったこともあ り、さあ頑 張 ろうという感 動 が ありました。  

地 球 市 民 ふ れ あ い セ ミ ナ ー 副 部 会 長 と し て 、 諸 先 輩 達 と 、 さ ま ざ ま な 事 業 を 実 施

す る に あ た り 、 他 市 の 先 進 事 業 や 社 会 の 動 き な ど を 参 考 に 幾 つ か の 諸 事 業 を 実 施 し

て き ま し た 。 １ 年 間 に 平 均 ８ 事 業 く ら い 行 っ て い ま し た の で 大 変 忙 し く 、 ま た 活 気 も あ

りました。  

４ 年 目 か ら は ア ジ ア を 知 ろ う と 、 ア ジ ア 各 国 で 日 本 人 が 行 っ て い る 途 上 国 支 援 事

業 の 視 察 を 中 心 と し た 海 外 研 修 を 企 画 し 、 広 報 紙 で 募 集 し 市 民 の 方 に も ご 参 加 い

た だ き ま し た 。 ベ ト ナ ム ・ カン ボ ジ ア ・ マレ ー シ ア ・ タイ ・ 中 国 ・ 韓 国 など 、 観 光 ツ ア ー で は

行 か な い よ う な と こ ろ で 、 日 本 人 が 活 動 し て い る 現 場 へ 行 き 、 多 く の こ と を 教 え て も ら

いました。  

も う 一 つ は Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 筑 波 と の 協 力 連 携 活 動 で す 。 こ の 事 業 は Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 筑 波 が 近 隣 と

い う こ と も あ り 数 多 く の 連 携 活 動 を 行 っ て き ま し た 。 ① Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 筑 波 施 設 訪 問 の 実 施

② 研 修 員 と の 懇 談 会 の 実 施 ③ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 出 前 講 座 （ 報 告 会 な ど ） の 開 催 ④ 研 修 員 を

対 象 と し た キ ラ ラ ま つ り 七 夕 お ど り へ の 参 加 要 請 ⑤ そ の 他 時 々 に 応 じ た 取 り 組 み を 積

極 的 に行 って き ました 。  

あら た め て 、 私 が 国 際 交 流 協 会 に参 加 し た 平 成 ４ 年 頃 は、 土 浦 、阿 見 な ど 県 南 地

域 は リ ト ル バ ン コ ク と 呼 ば れ 、 不 法 就 労 に よ る 各 種 の 社 会 事 件 が 起 き て い ま し た 。 当

然 取 り 締 ま り が 強 化 さ れ 、 牛 久 の 東 日 本 入 国 管 理 セ ン タ ー に 不 法 就 労 者 は 収 容 さ

れ て い き ま し た 。 私 は 、 こ の よ う な こ と も 国 際 交 流 を 進 め て い く 上 で は 大 事 な 現 実 と い

う こ と で 何 回 か 足 を 運 び 、 不 法 就 労 問 題 と 収 容 後 の 対 応 な ど 、 関 係 者 を 講 師 に 招

い て 勉 強 し ま し た 。 こ の 入 管 問 題 、 不 法 就 労 問 題 は 、 今 で も 更 に 継 続 し て 議 論 さ れ

て い ま す し 、 私 が 協 会 に 参 加 し て い る 理 由 の １ つ で も あ り ま す 。 今 後 も 、 私 は こ の こ と に

つ いて 関 心 を も って 対 応 した いと 思 って い ます。土 浦 市 も 外 国 人 登 録 者 が 約 4 ,4 00

名 を 越 え て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 生 活 地 域 で の 諸 課 題 も あ り ま す 。 国 際 交 流 も 以 前 と

違 っ て 多 面 的 に 考 え 、 地 域 と 一 体 と な っ て 進 め て い か な け れ ば な ら な い 時 代 に な り ま

した。  

私 は 、 国 際 交 流 か ら 国 際 貢 献 が 具 体 化 す る 協 会 を 目 標 に 活 動 し て き ま し た 。 今

後 も 役 員 の方 や 皆 さ まと 一 緒 に取 り くん でい き たい と思 い ま す。  

 

 

（ 前 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 国 際 交 流 事 業 部 会 部 会 長 ）  

寄寄 稿稿   
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三 十 年 を省 みて  

 

 

市 毛  知 恵 子  

 

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 が 30 周 年 を 迎 えるこ と ができ 、よ ろこ ば しく思 い ます。  

私 は 土 浦 市 文 化 財 愛 護 の 会 （ ツ エ ッ ペ リ ン 伯 号 の 調 査 研 究 部 会 ・ 現 在 は 休 会 ）

の 一 人 と し て 、 友 好 都 市 で あ り ま す ド イ ツ 、 フ リ ー ド リ ッ ヒ ス ハ ー フ ェ ン 市 か ら 「 か す み が

う らマ ラソ ン 」 に招 待 した 選 手 と 市 長 と 引 率 者 1 0 余 名 の人 達 に餅 を つ い てあげた り 、

お 茶 を 点 て て あ げ た り と 心 の 接 待 を し て き ま し た 。 十 年 近 く 同 じ ド イ ツ の 女 性 の方 も 来

日 し、お土 産 にかすみ人 形 を 作 り 、差 しあげて、友 達 になりました。  

そ の 後 、 新 治 と 土 浦 が 合 併 し 、 ア メ リ カ の パ ロ ア ル ト 市 が 姉 妹 都 市 と な り 、 招 待 選

手 も 友 好 都 市 ド イ ツ ・ フ リ ー ド リ ッ ヒ ス ハ ー フ ェ ン 市 の 選 手 か ら 、 ア メ リ カ の パ ロ ア ル ト

市 の 選 手 と な り ま した 。ま た 人 数 も ２ 名 位 に なり ま した 。 選 手 はホ テ ル マ ロウド に宿 泊 し、

私 は 、 朝 迎 え に 行 き 、 会 場 ま で お 供 し て 、 出 発 を 見 送 り 、 選 手 が 戻 ら れ る ま で 会 場 で

待 ち 、選 手 を ホテ ルま で送 り 、お土 産 を 渡 し別 れ ま した 。  

ま た キ ラ ラ ま つ り 七 夕 お ど り に も 、 百 名 近 い 人 が 参 加 す る た め 前 日 準 備 に あ た り ま

し た 。 腰 ひ も に す る さ ら し を 切 っ て 揃 え た り 、 ゆ か た と 帯 を 男 女 別 に 分 け た り し ま し た 。

お ど り 当 日 は 、 着 付 け の 手 伝 い を し 、 お ど り が 終 わ っ た ら ク リ ー ニ ン グ に 出 す 着 物 な ど

の 枚 数 を 確 か め 、 参 加 し た 外 国 人 の 方 々 を お 見 送 り し 帰 宅 し ま し た 。 こ の キ ラ ラ お ど り

に 参 加 し た 世 界 な か よ し 連 は 、 に ぎ や か に お ど り ま す 。 人 気 が あ り 、 特 別 賞 を 受 賞 し た

こともありました。  

土 浦 の 日 に は 、 カ レ ー フ ェ ス テ ィ バ ル で の 国 際 交 流 協 会 の 周 知 と カ レ ー の 販 売 に も

参 加 し ま し た 。 ご は ん の 盛 り つ け は 熱 く 大 変 で し た が 、 カ レ ー を 入 れ る 人 は お 鍋 か ら な

のでもっと大 変 そうでした。  

中 学 生 派 遣 事 業 の 最 初 の 頃 は 、 ホ ー ム ス テ イ の 中 学 生 達 が 出 発 す る 前 に 土 産 品

な ど を あ げ て い ま し た 。 当 所 の 派 遣 先 は オ ー ス ト ラ リ ア の レ ッ ド ク リ フ シ テ ィ と 記 憶 し て

います。  

3 0 年 間 会 員 の皆 様 に支 えら れ活 動 でき ま した こ と 感 謝 い た しま す。  

会 の発 展 と 皆 様 のご健 康 を 祈 念 い たしま す。  

 

 

 

（ 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 監 事 ）  
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土 浦 市 での日 本 語 教 室   

 

 

吉 田  俊 夫  

 

 

私 た ち は 、 日 本 語 を 母 語 と し な い 人 達 の た め に 、 日 本 語 教 室 を 毎 週 水 曜 日 午 後

１ 時 3 0 分 か ら と ､ 木 曜 日 夜 ７ 時 か ら 開 講 して い ま す。 授 業 は、 約 ２ 時 間 程 度 です 。

日 本 語 を 教 え る 先 生 方 は 、 全 て 日 本 人 ボ ラ ン テ ィ ア で す 。 日 本 語 の 授 業 だ け で は な く 、

月 １ 回 茶 話 会 を 開 き ま す 。 こ の 茶 話 会 で は 、 参 加 者 は そ れ ぞ れ の 母 国 語 で 思 い 思 い

に楽 しそ う に話 を して くれ 、受 講 者 と 講 師 は双 方 向 で情 報 交 換 を しま す。  

こ の 教 室 の 方 針 は 「 来 る 者 拒 ま ず 、 去 る 者 追 わ ず 」 で す 。 そ れ は 、 こ の 日 本 語 教 室

が 土 浦 ユ ネ ス コ 協 会 と 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の 共 催 で あ り 、 当 初 の ユ ネ ス コ 協 会 の

方 針 を 継 承 し て い る た め で す 。 受 講 者 の 出 身 地 域 ・ 日 本 語 能 力 は 、 問 い ま せ ん 。 日

本 語 能 力 の レ ベ ル で ク ラ ス 分 け を し て 、 授 業 を 進 め て い ま す 。 受 講 者 の レ ベ ル は 、 初

歩 中 の 初 歩 の 方 か ら 日 本 語 能 力 試 験 １ 級 受 験 者 に ま で 及 び 、 学 び た い 方 に は 門 戸

を 開 き 、幅 広 く受 け入 れ て い ます。  

私 た ち は 、 縁 あ っ て は る ば る 土 浦 に 来 ら れ た 方 々 と 交 流 を 深 め 、 日 本 の 思 い 出 を た

く さ ん 作 って も ら い 、 地 域 にもな じ ん で も ら える よ う に 取 り 組 んで い ま す 。  

例 え ば 、 日 本 語 の 授 業 ば か り で は な く 、 レ ク レ ー シ ョ ン を 講 師 と 一 緒 に 楽 し く 行 っ て

いることがあげられます。レクレーションは、通 常 春 と 秋 に開 催 して いま す。2 年 に 1 回

は、近 場 の温 泉 に 1 泊 旅 行 を 行 き ます。ま た毎 年 ８ 月 の土 浦 キ ラ ラま つり 七 夕 お ど り

に は 、 お そ ろ い の 浴 衣 を 着 て 参 加 し て い ま す 。 通 常 の 教 室 に お い て も 、 普 段 の 生 活 で

困 っ た こ と な ど の 相 談 を 受 け 、 受 講 者 の 心 の 拠 り 所 と な る よ う に 努 め て い ま す 。 し か し

レ ク レ ー シ ョ ン な ど で は 、 通 常 の 教 室 で は 学 べ な い 、 い ろ い ろ な こ と を 楽 し み な が ら 学 ぶ

こ と が で き ま す 。 日 本 文 化 に も 触 れ る こ と も で き ま す 。 そ の た め 、 今 後 も 各 国 の 文 化 ・

習 慣 を 互 い に学 べ るレ クレー ショ ン を 計 画 した いと 考 えて い ます。  

令 和 ２ ・ ３ 年 度 と コ ロ ナ 禍 の た め に 思 う よ う に 開 講 で き ず 苦 慮 し て い ま す が 、 桜 の

咲 く頃 には例 年 通 り 開 講 でき るこ と を 一 同 願 って い ます。  

 

 

 

（ 土 浦 ユ ネス コ協 会 日 本 語 教 室 委 員 会 副 委 員 長 ）  
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土 浦 市 国 際 交 流 協 会  

設 立 ３ ０ 周 年 に寄 せて  

 

 

中 島  敬 子  

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の 設 立 ３ ０ 周 年 に 当 た り 心 よ り お 祝 い を 申 し 上 げ す 。 ま た 、

こ の度 は功 労 者 として表 彰 してい ただくこ とになり、厚 く御 礼 申 し上 げま す。  

2 0 01 年 か ら 2 0 14 年 に退 職 するま で足 掛 け１ ４ 年 間 にわたり交 換 交 流 事 業 の お

世 話 を さ せ て い た だ き ま し た 。 最 初 は 「 ア メ リ カ の 子 供 達 に 日 本 を 見 せ た い ！ 」 と い う

気 持 ち だ け で し た が 、 こ の 経 験 は 私 の 掛 け 替 え の な い 大 き な 財 産 に な り ま し た 。 現 在

はコロナの影 響 で 2 0 20 年 か ら 2 0 22 年 と交 流 が でき ない 状 況 にありますが 、中 止

になった事 が以 前 にもありました。１ 回 目 は 2001 年 ９ 月 1 1 日 の”アメリカ 同 時 多 発

テロ事 件 ” により、2 0 02 年 の交 流 が 中 止 となったとき 、そし て２ 回 目 は 2 0 1 1 年 ３ 月

1 1 日 の” 東 日 本 大 震 災 ” の発 生 で、翌 1 2 日 にパ ロアルトに到 着 のはず の生 徒 さ ん

達 が 突 然 に 来 れ なく な っ たと き で す 。 世 の 中 に は 辛 い 出 来 事 も 多 く 、 この よ う な年 に当

た っ て し ま っ た 生 徒 さ ん 達 に も 、 い つ か き っ と パ ロ ア ル ト を 訪 れ る 機 会 が あ る こ と を 願 っ

ています。  

カリフォルニア州 は日 本 が 入 っ てしまう以 上 の広 さがあります。州 は 58 のカウンテ

ィ( C o u n t y ) に分 けて、各 地 域 の C o u n t y  O f f i c e が州 の仕 事 をしています。パロアルト市

は 近 隣 の 市 と 共 に ” C o u n t y  o f  S a n t a  C l a r a ” に 属 し て い ま す 。 パ ロ ア ル ト の 学 校 区

( PA U S D = P a l o  A l t o  U n i f i e d  S c h o o l  D i s t r i c t ) には、合 わせ て 1 9 の小 中 高 の公 立 校 が

ありますが、パロアルト市 立 ではなくて、 C o u n t y  B o a r d  o f  E d u c a t i o n に属 した州 立 の学

校 で す 。 従 っ て 、 教 育 委 員 会 ( S c h o o l  B o a r d ) も 同 じ で す 。 小 （ K = K i n d e r g a r t e n - ６ 年 ）

中 （ ２ 年 ） 高 （ ４ 年 ） の 1 2 年 間 が 州 の 義 務 教 育 とな っ て い ま すの で 、 テス トな し で 進

学 で き 、 無 料 で す 。 パ ロ ア ル ト 市 議 会 は 市 長 を 含 め ７ 人 の 議 員 ( C i t y  C o u n c i l  
M e m b e r s ) で 構 成 さ れ て い ま す 。 市 長 は 市 民 に よ る 選 挙 で は な く 、 議 員 同 士 で 選 び 、

任 期 は １ 年 で す 。 市 長 以 外 の 市 議 は 、 普 段 は 自 分 の 仕 事 を し 、 月 に 一 度 の 議 会 に

出 席 し ま す 。 姉 妹 都 市 機 構 の ネ イ バ ー ズ ( N e i g h b o r s  A b r o a d ) は 、 市 に 認 可 さ れ た 機

関 ではありますが、市 か らの金 銭 的 、人 事 的 な援 助 は全 くありま せん 。  

パ ロ ア ル ト 市 を 包 む 環 境 は 、 土 浦 市 の そ れ と は 大 き な 違 い が あ り 、 ま し て や 、 海 を 隔

てた 人 の 考 え 方 、 も のの捉 え方 には も っと大 き な違 い が ありま す。 両 市 間 を 行 き 来 し て、

色 ん な 事 を た く さ ん 学 ば さ せ て い た だ き ま し た 。 そ し て 、 こ の 繋 が り が 回 数 を 重 ね る 毎 に

理 解 を 深 め 合 い 、 素 晴 ら し い 友 好 関 係 が 築 き 上 げ ら れ て い る 事 を 、 身 を も っ て 感 じ て

お り ま す 。 パ ロ ア ル ト の 生 徒 達 に 、 毎 年 数 多 く の 素 晴 ら し い 日 本 文 化 の 体 験 を さ せ て

い ただき、土 浦 市 、国 際 交 流 協 会 には心 か ら御 礼 申 し上 げま す。  

交 流 は 新 治 村 か ら 始 ま り 、 合 併 後 は 土 浦 市 の 事 業 と な り 、 2 0 09 年 に 姉 妹 都 市

と な っ て か ら は マ ラ ソ ン 大 会 に も 参 加 さ せ て 頂 い て い ま す 。 そ の 絆 は よ り 一 層 深 く 永 く

続 くこ とを願 ってや みま せん 。土 浦 市 国 際 交 流 協 会 の設 立 3 0 周 年 をお祝 い し、厚 く

感 謝 い たしま す。  

 

（ 元 パ ロアルト市 日 本 語 教 師 ・ 前 ネイバー ズアブロー ド副 会 長 ）  



－ 25－

 

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 設 立 3 0 周 年  

記 念 に寄 せて  

 

 

ジェニファー・ ブエンロストロ 

 

I t  i s  w i t h  g r e a t  p l e a s u r e  t h a t  I  a m  a b l e  t o  s e n d  t h i s  l e t t e r  o f  c o n g r a t u l a t i o n s  t o  t h e  T s u c h i u r a  
I n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n .  S i n c e  2 0 0 9 ,  P a l o  A l t o  h a s  t r e a s u r e d  o u r  s i s t e r  c i t y  T s u c h i u r a .  W e  s e n d  
h e a r t f e l t  c o n g r a t u l a t i o n s  a n d  t h a n k s  t o  t h e  A s s o c i a t i o n  a n d  a l l  o f  t h e  l e a d e r s ,  s t a f f  w o r k e r s  a n d  
f a m i l i e s  i n  T s u c h i u r a  t h a t  h a v e  w o r k e d  d i l i g e n t l y  o v e r  t h e  y e a r s  t o  m a k e  o u r  r e l a t i o n s h i p  a n d  
e x c h a n g e  p r o g r a m  a  g r e a t  s u c c e s s !   

T h r o u g h  t h e  v i s i o n  o f  K e i k o  N a k a j i m a ,  o u r  r e t i r e d  t e a c h e r  a n d  l e a d e r ,  a n d  t h e  F o u n d e r  o f  t h e  
w o n d e r f u l  e x c h a n g e  p r o g r a m ,  t h e  l i v e s  o f  o u r  P a l o  A l t o  a n d  T s u c h i u r a  m i d d l e  s c h o o l  e x c h a n g e  
s t u d e n t s  a n d  t h e i r  f a m i l i e s  a r e  t r a n s f o r m e d  e a c h  y e a r .  S i n c e  i t s  i n c e p t i o n  i n  2 0 0 9  t h r o u g h  o u r  
m o s t  r e c e n t  i n - p e r s o n  e x c h a n g e  i n  2 0 1 9 ,  t h e  p r o g r a m  h a s  d e e p l y  t o u c h e d  a n d  p o s i t i v e l y  i m p a c t e d  
3 5 2  s t u d e n t s  a n d  t h e i r  f a m i l i e s .  I t  i s  m y  g o a l  t o  e n s u r e  t h e  f u t u r e  c o n t i n u e d  s u c c e s s  o f  t h i s  
p r o g r a m  w i t h  t h e  p l a n n i n g  o f  o u r  n e x t  i n  p e r s o n  e x c h a n g e  i n  2 0 2 3 !   

F u r t h e r ,  P a l o  A l t o  i s  c o m m i t t e d  t o  i n c r e a s i n g  t h e  w a y s  i n  w h i c h  w e  c a n  c o l l a b o r a t e  w i t h  
T s u c h i u r a  b e y o n d  t h e  M i d d l e  s c h o o l  E x c h a n g e  p r o g r a m .  W e  a r e  h o p e f u l  t o  s h a r e  f u t u r e  i d e a s  a n d  
p r o j e c t s  w i t h  e a c h  o t h e r  i n  t h e  a r e a s  o f  s u s t a i n a b i l i t y ,  t o u r i s m ,  a n d  c l i m a t e  c h a n g e .   

O n  b e h a l f  o f  N e i g h b o r s  A b r o a d  a n d  t h e  C i t y  o f  P a l o  A l t o ,  I  h e a r t i l y  c o n g r a t u l a t e  t h e  T s u c h i u r a  
I n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o n  i t s  3 0  y e a r s  o f  s h a r i n g  J a p a n e s e  c u l t u r e  w i t h  t h e  w o r l d ,  a n d  
p r o m o t i n g  a  v i b r a n t  e x c h a n g e  w i t h  t h e  C i t y  o f  P a l o  A l t o !  
 
 
【 和 訳 】  

土 浦 市 国 際 交 流 協 会 へ の お 祝 い の 言 葉 を お 贈 り す る の は 大 変 に 喜 ば し い こ と で

す。  
2 0 0 9 年 以 来 、パ ロア ルト 市 は姉 妹 都 市 である土 浦 市 を 大 切 にして まい りま した 。 貴 協

会 を は じ め 、長 き に わ た り 私 た ち の関 係 や 交 換 交 流 に尽 力 し 、 素 晴 ら しい 成 果 に結 び

つ け て く だ さ っ た 土 浦 市 幹 部 、 職 員 、 そ し て ご 家 族 の 皆 様 に 心 か ら の お 祝 い と 感 謝 を

申 し上 げま す。  
元 教 師 で あ り 、 か つ 事 業 の リ ー ダ ー で あ り 、 こ の 素 敵 な 交 換 交 流 を 創 設 し た 中 島

敬 子 氏 の ビ ジ ョ ン を 通 じ て 、 パ ロ ア ル ト 、 土 浦 両 市 の 中 学 生 交 換 交 流 に 参 加 す る 学

生 や その家 族 は年 々 、その活 動 の形 を 変 えて ま いり ました 。  
2 0 0 9 年 に開 始 さ れ 、 2 0 1 9 年 の直 近 ま での直 接 交 流 を 通 して 、こ の事 業 は 3 5 2 人

の 学 生 と そ の 家 族 に 深 い 感 動 と は っ き り と し た 効 果 を 与 え て ま い り ま し た 。 次 の 2 0 2 3
年 に 対 面 で の 交 流 を 計 画 す る こ と で 、 将 来 を 見 据 え 、 継 続 し て こ の 事 業 の 成 功 を 確

固 た るものにすることが私 の目 標 であります。  
さ ら に 、 パ ロ ア ル ト 市 は 土 浦 市 と 中 学 生 交 換 交 流 を 超 え た 共 同 事 業 を 増 や し た い

と 考 え て お り ま す 。 将 来 的 に は 持 続 可 能 性 、 ツ ー リ ズ ム 、 気 候 変 動 な ど 分 野 に お い て

の未 来 のア イ ディ ア やプロジ ェ クト を 共 有 して いけた ら と思 い ま す。  
ネ イ バ ー ズ ア ブ ロ ー ド お よ び パ ロ ア ル ト 市 を 代 表 い た し ま し て 、 土 浦 市 国 際 交 流 協

会 が 、 日 本 文 化 を 世 界 と 共 有 し 、 当 市 と 活 気 あ ふ れ る 交 流 を 推 進 し な が ら 、 節 目 と

なる 3 0 周 年 を 迎 えられたことを 、心 よりお祝 い申 し上 げます。  
 

（ ネイ バー ズア ブロー ド 副 会 長 ）  
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座 禅 と茶 道 を通 して  

 

 

三 ツ井 美 智  

 

 

新 治 村 時 代 に 始 め ら れ た パ ロ ア ル ト 市 と の 交 流 は 、 土 浦 市 と 合 併 し て か ら も 受 け

継 が れ、今 日 に至 っています。向 上 庵 での体 験 は座 禅 と 茶 道 です。 

最 初 の 頃 は 来 日 し た 生 徒 達 だ け の 来 寺 で し た 。 そ の 後 土 浦 の 生 徒 も 共 に 座 禅 と

茶 道 の体 験 を する よう にな り 、 本 堂 内 が 手 狭 に感 じ ら れる 程 で した 。「 チ ヤ キ ン 、 チン チ

ン 」 柝 と 鐘 の 座 禅 の合 図 に 堂 内 は静 寂 。 お線 香 １ 本 分 坐 る と 休 憩 し ま た 坐 り ま す。体

の 大 き な 子 が 多 く 「 結 跏 趺 坐 」 が 大 変 な 様 子 で し た が 、 夫 々 に 努 力 し 坐 り ま し た 。 終

わった後 の賑 やかさは特 別 です。 

日 本 文 化 の 集 大 成 と 言 わ れ る 茶 道 は 言 葉 の 壁 も あ り 、 思 う 様 に 伝 え ら れ な い の が

残 念 で す 。 或 る 年 茶 席 で 「 僕 が お 正 客 を し ま す 」 と 手 を 挙 げ た 生 徒 が あ り ま し た 。 そ の

子 の 家 族 が お 茶 を 習 っ て い て 時 々 お 茶 を す る と の 事 、 素 晴 ら し い 家 族 だ と 思 い ま し た 。

ま た 「 ワ ン ダ フ ル 、 温 か み が 感 じ ら れ る 」 と 障 子 を 通 す 光 に 感 動 し た 付 き 添 い の 方 も い

らっしゃいました。  

姉 妹 都 市 と な っ た パ ロ ア ル ト を 市 関 係 者 と 訪 問 す る 機 会 が あ り ま し た 。 看 板 や 自

動 販 売 機 が 無 く 、 家 々 に は ひ と か か え も 有 る よ う な 巨 木 が 何 本 も あ り 、 「 道 路 に 出 た

枝 だ け を 切 る 」 と の 事 、 自 然 豊 か な き れ い な 街 で し た 。 「 土 浦 ま つ り 」 の 折 、 短 時 間 で

し た が 、 座 禅 と 茶 道 体 験 コ ー ナ ー を 受 け 持 ち ま し た 。 現 地 の 女 性 何 人 か が 和 服 姿 で

茶 席 のお手 伝 い をして 下 さ り 、感 激 しま した 。  

パ ロ ア ル ト 市 と 新 治 村 ・ 土 浦 市 と の 交 流 に 体 験 の 場 を 提 供 で き た 事 、 そ し て 来 日

時 に 引 率 し て 来 ら れ た 中 島 先 生 、 市 訪 問 の 際 ホ ー ム ス テ イ を さ せ て 頂 い た 岸 本 様 と

の 御 縁 は 今 も 続 い て 居 ま す が 、 一 期 一 会 と 云 わ れ る 、 忘 れ ら れ な い 人 々 と の 大 切 な

出 会 い は私 の財 産 と なって い ます。  

コロナ 禍 が 終 息 し、交 流 協 会 が 益 々 発 展 さ れ る事 を 祈 念 申 し上 げま す。合 掌  

 

 

 

（ 向 上 庵 住 職 ）  
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土 浦 国 際 交 流 協 会 30 周 年 記 念 に  

向 けて  

 

 

清 藤  惠 子  

 

こ の記 事 を書 くに当 り、こ の 3 0 年 間 のイベントを振 り返 ってみると様 々なことが 思

い 出 さ れ 、 し ば し 感 慨 に 浸 り ま し た 。 発 足 す る 前 か ら 国 際 交 流 関 係 の イ ベ ン ト に は 関

わ っ て き ま し た が 、 ど ん ど ん バ ー ジ ョ ン ア ッ プ さ れ 土 浦 も 在 日 外 国 人 の 方 々 に と っ て は

大 分 住 み 易 く な っ て い る と 思 い ま す 。 私 の 心 に 強 く 印 象 付 け ら れ て い る イ ベ ン ト を ２ つ

ご紹 介 したいと思 い ます。  

先 ず は 日 光 か ら 始 ま っ た 土 浦 国 際 ふ れ あ い サ マ ー キ ャ ン プ 。 お 揃 い の T シ ャ ツ に

「 ん 、 こ れ だ 」 の 名 称 を 刷 り 込 み 、 下 見 に 行 っ た り 、 散 策 ル ー ト を 歩 い た り 、 雨 天 の 場

合 の ス ケ ジ ュ ー ル 作 り か ら 、 宗 教 上 食 べ ら れ な い 食 材 の あ る 外 国 人 を 配 慮 し た 食 事

のメニュー作 りまで、気 の休 まることはありませんでした。  

そ の 中 で も 今 思 い 出 す の は 、 お 国 柄 の 出 た 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ア ー の 時 の ス タ ン ツ や 、

食 事 作 り で す 。 火 起 こ し か ら 食 事 が 出 来 上 が る ま で 熱 い 火 の 傍 で 手 伝 っ て く れ た バ

ン グ ラ デ シ ュ の 男 性 、 賑 や か な ゲ ー ム を や っ て 皆 を 楽 し ま せ て く れ た ア メ リ カ 人 。 陽 気 に

騒 ぐ ド イ ツ 人 等 に 交 じ っ て 、 夏 休 み 中 勉 強 し た 自 分 へ の ご 褒 美 に 参 加 し た と い う 、 受

験 生 や 、殻 に 閉 じ こ も っ た自 分 を 打 ち 破 る た め に参 加 し た フ リ ー ター の人 な ど 。一 泊 の

旅 だ っ た に も 関 わ ら ず 、 皆 帰 る こ ろ に は 昔 か ら の 友 人 の よ う に 名 残 を 惜 し ん で い ま し た 。

一 泊 キ ャンプは「 一 つ 釜 の飯 」 を食 べるこ との良 さ を味 わった心 に残 るイベントでした。  

2 つ目 はキ ララ まつ り七 夕 おど りパレー ドです。毎 年 8 月 の第 一 土 曜 日 に行 われ る

キ ラ ラ ま つ り の 七 夕 お ど り の パ レ ー ド に 土 浦 在 住 の 外 国 人 、 日 本 語 教 室 の 先 生 や 生

徒 、 そ し て 当 日 の み 加 わ る 国 際 協 力 事 業 団 ( J ICA ) つ く ば 国 際 セ ン タ ー の バ ス １ 台

分 ( 3 0 人 弱 ) の外 国 人 研 修 生 が 集 ま って「 世 界 なか よし 連 」 が でき 上 が りま す。総 勢

が 1 0 0 人 を超 えてしま うこ とも あり、最 近 では 7 0 名 位 に減 ら していま す。J ICA のメ

ン バ ー は 発 展 途 上 国 の 陽 気 な 面 々 が 多 く 、 特 に ア フ リ カ 系 は 音 楽 を 聴 い た だ け で 勝

手 に 踊 り だ し ま す が 、 草 履 が 痛 く て 嫌 が る 人 も 毎 年 い ま す 。 そ の よ う な 時 は 靴 に 履 き

替 え ま す 。 「 ア ー ソ レ ソ レ ！ ヤ ッ サ ヤ ッ サ ！ 」 と 皆 で 叫 び な が ら 体 を 動 か す と 圧 巻 で す 。

お 陰 で わず か 2 時 間 足 ら ず の練 習 で も 何 とか 「 サ マ 」 にな っ て 、グ ルー プで 何 度 も 特

別 賞 を 頂 い て い ま す 。 彼 ら も 道 路 に 出 て い る 屋 台 が 珍 し く 、 順 番 待 ち の 時 に 熱 心 に

写 真 を 撮 っ て い ま し た 。 練 習 の 合 間 に 頂 く 夕 食 の お に ぎ り や オ ー ド ブ ル も イ ス ラ ム 教 の

方 々 の 中 に は ラ マ ダ ン の 期 間 は 食 べ ら れ な い と 持 ち 帰 る 人 が い た り 、 丁 度 お 祈 り の 時

間 に な っ て し ま う と 仕 切 り で 区 切 っ て お 祈 り を 始 め る 人 な ど も 居 て 、 私 達 も 異 文 化 に

触 れ ら れ ま し た 。 キ ラ ラ ま つ り は 何 だ か 分 か ら な い け れ ど 、 友 情 と 楽 し い 日 本 文 化 の 一

端 に触 れるこ とができ て良 か ったと、外 国 人 の方 か ら感 想 を頂 い たことも あります。  

コ ロ ナ 禍 で 中 々 イ ベ ン ト が で き ま せ ん が 、 人 と 人 と の 絆 を 深 め る 対 面 で の イ ベ ン ト が

復 活 するこ とを祈 ってい ます。  

 

 

（ 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 会 員 ）  
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当 協 会 の活 動 内 容 と 

今 後 の展 望 について  

 

 

小 野 澤  秀 人  

 

設 立 ３ ０ 周 年 お め で と う ご ざ い ま す 。  私 は 平 成 １ ５ 年 入 会 以 来 、 現 在 の 多 文 化

共 生 事 業 部 会 に 所 属 し て い ま す 。 当 初 は 地 域 ふ れ あ い 事 業 で 、 毎 年 秋 に 市 内 在 住

外 国 人 家 族 や 外 国 人 技 能 実 習 生 と の デ イ キ ャ ン プ を 楽 し み ま し た 。 朝 か ら 昼 過 ぎ ま

で市 内 でウォ ー クラ リー を 楽 しみ 、午 後 は青 少 年 の家 に移 動 して B B Q や キャ ンプフ ァ

イ ヤ ー を す る な ど 日 曜 日 一 日 を 楽 し く 過 ご す 交 流 会 で し た 。 平 成 ２ ０ 年 頃 か ら は 、 お

国 自 慢 の 料 理 の 調 理 ・ 会 食 を す る 料 理 交 流 と 日 常 生 活 講 習 会 （ 防 災 ・ ゴ ミ の 出 し

方 ・ 雇 用 保 険 等 の 出 前 講 座 ） を セ ッ ト に し た イ ベ ン ト と な り 、 駐 車 場 係 と し て 参 加 し ま

し た 。 し か し 、 こ こ ２ 年 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 発 生 の た め 、 地 域 ふ れ あ い 事 業

を 開 催 出 来 て い ませ ん。 

ま た 多 国 語 講 座 に は ポ ル ト ガ ル 語 ・ ス ペ イ ン 語 ・ イ タ リ ア 語 ・ お も て な し 英 語 ・ イ ン ド

ネ シ ア 語 講 座 を 楽 し み ま し た 。 特 に ポ ル ト ガ ル 語 講 座 修 了 生 で 同 窓 会 「 ブ ラ ジ ル 大 好

き 」 を 結 成 し 、 毎 月 ２ 回 日 系 ３ 世 ブ ラ ジ ル 人 講 師 を 囲 む 会 話 教 室 を １ ０ 年 来 続 け て

い ます。講 座 終 了 後 も 学 習 ・ 交 流 の場 の継 続 はい い ですね。 

その他 の事 業 部 会 では国 際 交 流 事 業 部 会 の J I CA 筑 波 訪 問 ・ 国 際 交 流 の集 い 、

J ICA 国 際 協 力 出 前 講 座 、 キ ラ ラ ま つ り 七 夕 お ど り で は 色 々 な 国 の 方 と 話 し て お 国

自 慢 に 触 れ ま し た 。 特 に 課 外 研 修 の 中 国 広 州 ・ 桂 林 、 ベ ト ナ ム 、 ミ ャ ン マ ー 訪 問 は 、

観 光 地 巡 り だ け で な く 、 地 元 地 方 議 員 と の 意 見 交 換 会 や 福 祉 施 設 視 察 の 方 が 私 に

は思 い 出 深 く有 意 義 な研 修 でした 。  

各 部 会 活 動 は今 後 も 継 続 が 望 ま しい です。 

私 は 現 在 市 内 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 介 護 予 防 健 康 体 操 シ ル バ ー リ ハ ビ リ 体 操 指

導 士 と し て ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 続 け て お り ま す が 、 こ れ ま で 市 内 在 住 ・ 就 労 外 国 人 を

対 象 に 、 健 康 体 操 の 集 い を 一 度 だ け 試 み た こ と が あ り ま す 。 保 健 セ ン タ ー や 医 療 機

関 の 作 業 療 法 士 や 理 学 療 法 士 と 連 携 し て 、 再 度 市 内 に 新 た な 触 れ 合 い ・ 通 い の 場

を 作 っ て い き た い と い う 願 い が あ り ま す 。 ま た 、 協 会 の 事 業 運 営 は 主 催 者 と 参 加 者 が

点 と 線 で 結 ば れ る だ け で な く 、 面 と し て の 広 が り を 展 開 し て い く 試 み に 力 点 を 置 い て ほ

し い な と 感 じ て い ま す 。 そ れ に は ま ず コ ロ ナ 禍 が 早 急 に 終 息 し て 、 各 事 業 部 会 活 動 が

速 や か に展 開 さ れ るこ と を 願 って いま す。  

 

 

 

（ 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 会 員 ）  
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各 種 活 動 に参 加 して  

 

 

宮 本  いみ子  

 

 

毎 年 春 に な る と 、 「 今 年 度 は ど の よ う な 活 動 に 参 加 で き る だ ろ う か 。 」 と 期 待 に 胸 を

膨 ら ま せ て い ま す 。 こ こ 数 年 は 、 多 国 語 講 座 ， 海 外 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 報 告 会 、 日 本 語

ボ ラン テ ィ ア 養 成 講 座 等 に参 加 しま した 。  

ま ず 、 多 国 語 講 座 で は 、 中 国 語 、 ベ ト ナ ム 語 、 イ ン ド ネ シ ア 語 を 学 び ま し た 。 「 語 学

学 習 の 第 一 歩 は 挨 拶 か ら 。 」 と 言 わ れ ま す が 、 講 座 は 夕 方 か ら で し た の で 「 こ ん ば ん

は 。 」 の 言 い 方 を 最 初 に 覚 え ま し た 。 例 え ば イ ン ド ネ シ ア 語 で し た ら ｢ S e l a m a t  
m a l a m . ( ス ラ マ ッ ト  マ ラ ム ) こ ん ば ん は 。 A p a  k a b a r ? （ ア パ  カ バ ル ） お 元 気 で す か ？ 」

で 授 業 が 始 ま り 、 ｢ Te r i m a  k a s i h . ( ト ゥ リ マ  カ ス ィ ヒ ) あ り が と う ご ざ い ま し た 。 」 で 終 わ

る と い っ た よ う な 風 で す 。 ど の 講 座 で も 会 話 練 習 だ け で は な く 、 ク イ ズ や ゲ ー ム を し た り 、

観 光 名 所 や 名 物 料 理 、 民 族 衣 装 や 伝 統 芸 能 の 紹 介 が あ っ た り と 、 楽 し み な が ら 、 各

国 の 歴 史 や 文 化 を し る こ と が で き ま し た 。 遠 い 異 国 の 地 が 、 少 し ず つ 身 近 に 感 じ ら れ

るようになってきたのは嬉 しいことでした。  

ま た 、 海 外 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 報 告 会 で は 、 毎 回 、 様 々 な 国 で 活 躍 さ れ た 皆 さ ん の 貴

重 な 体 験 を 聞 く こ と が で き 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。 赴 任 地 で の 活 動 に つ い て 生 き 生

き と 語 る 姿 か ら は 、 文 化 の 多 様 性 、 価 値 観 の 違 い を 受 け 入 れ る こ と が 国 際 交 流 の 原

点 で あ る と い う 想 い が 伝 わ っ て き ま し た 。 耳 慣 れ な い 国 名 、 国 名 は 知 っ て い て も 地 図

上 の ど こ に 位 置 す る か 定 か で な い 国 な ど 、 私 に と っ て 未 知 な る 国 は た く さ ん あ り ま す が 、

そ の よ う な 国 に つ い て も 詳 し く 知 る こ と が で き ま し た 。 発 表 を 聞 い て い る と 「 え っ 、 車 道

に 信 号 が な い ？ な ぜ ？ で は 、 ど う や っ て 横 断 す る の ？ 」 と い う よ う に 、 次 か ら 次 へ と 興

味 ・ 関 心 が 湧 い て き ま す 。 報 告 会 後 は 、 新 聞 や 雑 誌 に そ の 国 に つ い て の 記 事 が 載 っ

て い な い か チ ェ ッ ク し た り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ た り す る 習 慣 が 付 き ま し た 。 報 告 会 は 、

世 界 に目 を 向 ける き っか けを 作 って くれ た よう な気 が しま す。  

そ し て 、 日 本 語 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 で す が 、 ２ 回 受 講 し 、 日 本 語 が 母 語 で な い 人

た ち に 外 国 語 と し て 日 本 語 を 教 え る と い う 「 日 本 語 教 育 」 に つ い て 学 び ま し た 。 普 段

何 気 なく使 って いる日 本 語 の難 しさ を 痛 感 しま した 。  

今 後 は 、 各 種 活 動 に 参 加 して 学 ん だ こ と を 、国 際 交 流 に 生 か せ る よ う 努 め て い き た

いと思 い ます。  

 

 

 

（ 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 会 員 ）  
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中 学 生 交 換 交 流 事 業 に参 加 して  

 

 

梁 田  海 斗  

 

 

中 学 生 交 換 交 流 事 業 に 参 加 し て 、 私 は 様 々 な 体 験 を し ま した 。 当 時 、 漠 然 と 海 外

と い っ た ら 「 ア メ リ カ 」 と い う よ う な イ メ ー ジ を 抱 い て い た 自 分 に と っ て 、 中 学 ２ 年 生 の

春 に 人 生 で 初 め て ア メ リ カ へ 行 っ た こ と は 、 と て も 大 き な 財 産 と な り 、 私 の 人 生 を 大 き

く変 えてくれました。  

パ ロ ア ル ト で は 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー や ク ラ ス メ イ ト と な る べ く 自 分 か ら 積 極 的 に 英 語 で

話 し か け ま し た 。 正 直 、 自 分 が 伝 え た い こ と を う ま く 英 語 で 表 現 で き な か っ た り 、 相 手

が な ん と 言 っ て い た の か わ か ら な か っ た り す る 場 面 が た く さ ん あ り ま し た 。 し か し 、 た ま に

相 手 の 言 っ て い る こ と が 分 か っ た り 、 日 本 に は な い リ ア ク シ ョ ン の 取 り 方 だ っ た り と コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て 多 く の こ と を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 ま た 、 自 分 が 今 ま で 学 ん で

き た 英 語 が 伝 わ っ た と き の 喜 び は 今 で も 忘 れ ら れ な い 思 い 出 と な り 、 英 語 が 自 分 の 強

み に 変 わ り 、 自 信 に つ な が り ま し た 。 そ こ か ら ア メ リ カ だ け で な く 様 々 な 国 の 文 化 や 言

語 に より 興 味 を 持 つ よ う になり 、大 学 時 代 は 長 期 休 み を 狙 って 海 外 へ旅 行 す るこ とが

趣 味 にな り ま した 。実 際 に 中 学 生 交 換 交 流 事 業 で 訪 れ た ヨ セミ テ 国 立 公 園 の壮 大 な

自 然 に 感 動 し 、 大 学 ３ 年 生 の と き に 私 の 弟 と と も に 改 め て ヨ セ ミ テ 国 立 公 園 へ 行 き ま

した。約 ８ 年 ぶりにみた絶 景 は２ 度 目 でもやはり圧 倒 さ れました。  

こ の 経 験 を 通 し て 私 は 海 外 の 文 化 を 直 接 肌 で 感 じ る だ け で な く 、 自 国 の 文 化 の 良

さ も 再 認 識 する こ と が で き ま した 。も ち ろ ん 海 外 の 文 化 の良 い と こ ろ や 尊 敬 で き る 部 分

は た く さ ん あり ま す 。 し か し 日 本 の 文 化 に も 素 晴 ら しい も の が あ り 、 世 界 に 誇 る こ と が で

き る の も 事 実 で す 。 そ の た め に は 、 相 手 の 文 化 を 理 解 す る 必 要 が あ り ま す が 、 理 解 を

深 め る た め に は 言 語 の 壁 が 存 在 す る と 私 は 思 っ て い ま す 。 そ の 考 え も あ り 、 私 は 英 語

の 力 を 身 に つ け た か っ た た め 、 英 語 力 を 高 め る こ と の で き る 高 校 と 大 学 に 進 学 し ま し

た 。 そ し て 今 で は 私 が 中 学 時 代 に 感 じ た 、 「 英 語 が 伝 わ っ た と き の 喜 び 」 を 伝 え る た め

に 、 中 学 校 で 英 語 の 先 生 を し て い ま す 。 先 生 と し て は ま だ ま だ で す が 、 生 徒 に は 精 一

杯 英 語 の お も し ろ さ 、 そ し て 一 つ の 言 語 が 世 界 と つ な が る こ と の で き る 素 晴 ら し さ を 伝

え て い き た い で す 。 英 語 に 興 味 を 持 ち 、 将 来 的 に は 私 よ り 素 晴 ら し い 経 験 を 生 徒 に

体 験 してもらうことが今 の私 の夢 です。 

 

 

 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 中 学 生 交 換 交 流 事 業 派 遣 生 ）  
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資資 料料   

永永住住者者 3333%%

技技能能実実習習1155%%
定定住住者者 1133%%

技技術術・・⼈⼈⽂⽂知知
識識・・国国際際業業務務

77%%

特特定定活活動動66%%

⽇⽇本本⼈⼈のの配配偶偶
者者等等 66%%

家家族族滞滞在在55%%

留留学学 44%%

特特別別永永住住者者
33%%

永永住住者者のの配配偶偶
者者等等 22%%

技技能能 22%% そそのの他他 44%%

■■市市内内在在留留資資格格別別のの割割合合 （（令令和和３３年年３３月月３３１１日日現現在在））

（（11,,448833人人））

（（557744人人））（（551144人人））
（（331133人人））

（（228800人人））

（（227700人人））

（（221122人人））

（（119955人人））
（（112255人人））

（（9999人人））
（（8800人人））

（（113355人人））

国   籍 R2
1 フィリピン 947
2 中国 772
3 ベトナム 602
4 ブラジル 480
5 タイ 335
6 韓国 233
7 スリランカ 163
8 インドネシア 149
9 ネパール 130
10 ペルー 99
11 台湾 90
12 インド 64
13 ⽶国 40
14 ミャンマー 40
15 カンボジア 39
16 モンゴル 33
17 ボリビア 25
18 イラン 20
19 バングラデシュ 20
20 パキスタン 19
21 朝鮮 17
22 英国 11
23 カナダ 11
24 ロシア 10
25 エジプト 8
26 マレーシア 5
27 オーストラリア 5
28 ナイジェリア 5
29 スロバキア 5
30 ベネズエラ 4
31 ニュージーランド 4
32 コロンビア 4
33 ウズベキスタン 4
34 ケニア 3
35 フランス 3
36 アイルランド 3
37 アルゼンチン 3
38 コンゴ⺠主共和国 3
39 ガーナ 3
40 セネガル 3
41 国籍なし 3
42 ドイツ 2
43 ラオス 2
44 シンガポール 2
45 イタリア 2
46 スペイン 2
47 ルーマニア 2
48 ベルギー 2
49 ドミニカ共和国 2
50 ギニア 2
51 ジャマイカ 2
52 チリ 1
53 スウェーデン 1
54 メキシコ 1
55 ハンガリー 1
56 ポーランド 1
57 マルタ 1
58 パラグアイ 1
59 カメルーン 1
60 ニカラグア 1
61 ブルガリア 1
62 クロアチア 1
63 南アフリカ共和国 1
64 ヨルダン 1
65 チュニジア 1
66 ブータン 1
67 無国籍 1

合   計 4,453
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■土浦市在留外国人数の推移 （（令令和和３３年年３３月月３３１１日日現現在在））
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■主な国籍別推移６カ国

フィリピン 中国 ブラジル
タイ 韓国 ベトナム

年

度

（（令令和和３３年年３３月月３３１１日日現現在在））

■■市市 内内 国国 籍籍 別別 在在 留留 外外 国国 人人 数数   

年

度  

人  

人  

（（ 令令 和和 ３３ 年年 ３３ 月月 ３３ １１ 日日 現現 在在 ））   

（（ 44 ,, 44 55 33 人人 ））  
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■土 浦 市 国 際 交 流 協 会 歴 代 役 員 名 簿  

 
役役 職職   HH 55   HH 66   HH 77   HH ８８   

名名 誉誉 会会 長長   助 川  弘 之  助 川  弘 之  助 川  弘 之  助 川  弘 之  

顧顧 問問   小 野  治  吉 田  信 義  中 島  政 雄  沼 田  義 雄  

  湯 原  竹 之 助  湯 原  竹 之 助  湯 原  竹 之 助  神 林  正 雄  

      

      

     

会会 長長   武 井  孝 三  武 井  孝 三  武 井  孝 三  武 井  孝 三  

副副 会会 長長   小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  

  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  

  青 木  利 次  青 木  利 次  青 木  利 次  尾 身  彰 一  

 

 
役役 職職   HH 99   HH １１ ００   HH １１ １１   HH １１ ２２   

名名 誉誉 会会 長長   助 川  弘 之  助 川  弘 之  助 川  弘 之  助 川  弘 之  

顧顧 問問   沼 田  義 雄  沼 田  義 雄  井 坂  信 之  井 坂  信 之  

  神 林  正 雄  神 林  正 雄  神 林  正 雄  神 林  正 雄  

    淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  

     武 井  孝 三  

      

会会 長長   武 井  孝 三  武 井  孝 三  武 井  孝 三  小 城  惠 一  

副副 会会 長長   小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  海 老 原  邦 子  

  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  

  尾 身  彰 一  尾 身  彰 一  尾 身  彰 一  尾 身  彰 一  

 

 
役役 職職   HH １１ ３３   HH １１ ４４   HH １１ ５５   HH １１ ６６   

名名 誉誉 会会 長長   助 川  弘 之  助 川  弘 之  助 川  弘 之  中 川  清  

顧顧 問問   井 坂  信 之  松 本  茂 男  豊 島  一 男  豊 島  一 男  

  神 林  正 雄  中 川  清  中 川  清  山 口  雄 三  

  淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  

  武 井  孝 三  羽 成  力 男  羽 成  力 男  羽 成  力 男  

      

会会 長長   小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  

副副 会会 長長   海 老 原  邦 子  海 老 原  邦 子  海 老 原  邦 子  海 老 原  邦 子  

  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  

  尾 身  彰 一  尾 身  彰 一  尾 身  彰 一  冨 永  善 文  

 

 
役役 職職   HH １１ ７７   HH １１ ８８   HH １１ ９９   HH ２２ ００   

名名 誉誉 会会 長長   中 川  清  中 川  清  中 川  清  中 川  清  

顧顧 問問   内 田  卓 男  折 本  明  折 本  明  折 本  明  

  山 口  雄 三  山 口  雄 三  山 口  雄 三  山 口  雄 三  

  淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  淀 縄  武 雄  平 田  洋 子  

  羽 成  力 男  羽 成  力 男    

   小 城  惠 一  小 城  惠 一  小 城  惠 一  

会会 長長   小 城  惠 一  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  瀬 古 澤  拡  

副副 会会 長長   赤 津  俊 幸  赤 津  俊 幸  赤 津  俊 幸   

  瀬 古 澤  拡  藤 田  佑 子  藤 田  佑 子  藤 田  佑 子  

  冨 永  善 文  冨 永  善 文  冨 永  善 文  冨 永  善 文  
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■土 浦 市 国 際 交 流 協 会 規 約  

 
（ 名 称 及 び 事 務 所 ）  

  第 １ 条   こ の 会 は ， 土 浦 市 国 際 交 流 協 会 と 称 し ， 事 務 所 を 土 浦 市 市 民 生 活 部 市 民 活 動 課

内 に 置 く 。  

 

（ 目   的 ）  

  第 ２ 条   こ の 会 は ， 土 浦 市 民 を 主 体 と し た 幅 広 い 分 野 に お け る 国 際 交 流 を 推 進 し ， 市 民 の 国

際 理 解 と 関 心 を 高 め ， 国 際 感 覚 を 持 つ 人 材 の 育 成 を 図 る と と も に ， 国 際 化 に 向 け た

地 域 づ く り に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 事   業 ）  

  第 ３ 条   こ の 会 は ， 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め に つ ぎ の 事 業 を 行 う 。  

        （ １ ） 市 民 の 国 際 感 覚 と 国 際 理 解 を 高 め る こ と に 関 す る こ と  

        （ ２ ） 国 際 交 流 推 進 体 制 の 整 備 に 関 す る こ と  

        （ ３ ） 多 様 な 国 際 交 流 の 推 進 に 関 す る こ と  

        （ ４ ） 地 域 ・ 組 織 と 一 体 化 し た 国 際 交 流 の 推 進 に 関 す る こ と  

        （ ５ ） 国 際 交 流 の 「 場 」 づ く り の 推 進 に 関 す る こ と  

        （ ６ ） 外 国 人 の 活 動 し や す い 環 境 づ く り の 推 進 に 関 す る こ と  

        （ ７ ） 姉 妹 都 市 及 び 友 好 都 市 と の 交 流 及 び 親 善 に 関 す る こ と  

        （ ８ ） 国 際 協 力 に 関 す る こ と  

        （ ９ ） そ の 他 こ の 会 の 目 的 達 成 に 必 要 な こ と  

 

（ 組   織 ）  

  第 ４ 条   こ の 会 は ， 第 ２ 条 の 目 的 に 賛 同 す る 次 に 掲 げ る 者 （ 以 下 「 会 員 」 と い う 。 ) を も っ て 組

織 す る 。  

        （ １ ） 第 ２ 条 の 目 的 に 賛 同 す る 者  

        （ ２ ） 各 種 団 体 の 代 表 者  

        （ ３ ） 企 業 等 の 代 表 者  

        （ ４ ） 関 係 行 政 機 関 の 代 表 者 等  

 

        

２   前 項 第 ２ 号 ， ３ 号 及 び ４ 号 の 会 員 の 職 務 上 の 異 動 が あ っ た と き は ， そ の 後 任 者 を 充

て る 。  

 

（ 役   員 ）  

  第 ５ 条   こ の 会 に 次 の 役 員 を 置 く 。  

        （ １ ） 会   長             １ 名  

        （ ２ ） 副 会 長             ５ 名 以 内  

        （ ３ ） 理   事             ３ ２ 名 以 内  

        （ ４ ） 監   事             ２ 名  

        （ ５ ） 会   計             １ 名  

 

      ２   ( １ ) ～ ( ５ ) ま で の 役 員 は ， 役 員 会 で 選 出 し ， 総 会 で 承 認 を 経 て 決 定 す る 。  

      ３   役 員 に 欠 員 が 生 じ た と き は ， 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 補 充 す る も の と す る 。  

た だ し ， 役 員 が 前 条 第 ２ 項 に 該 当 す る 場 合 は そ の 後 任 者 を 充 て る 。  

      ４   理 事 の 中 に ， 事 務 局 担 当 の 理 事 を 置 く こ と が で き る 。  

 

（ 任   期 ）  

  第 ６ 条   役 員 の 任 期 は ２ 年 と す る 。 た だ し 再 任 を 妨 げ な い 。  

      ２   欠 員 に よ り ， 補 充 選 任 さ れ た 役 員 の 任 期 は ， 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

     ３   特 定 の 地 位 又 は そ の 職 に あ る た め 役 員 と な っ た 者 は 、 当 該 地 位 又 は そ の 職 を 去 っ た と

き 役 員 の 資 格 を 失 う 。  

 

（ 役 員 の 職 務 ）  

  第 ７ 条   会 長 は ， こ の 会 を 代 表 し 会 務 を 総 理 す る 。  
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２   副 会 長 は ， 会 長 を 補 佐 し ， 会 長 に 事 故 あ る と き は ， そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

      ３   理 事 は ， 事 業 計 画 等 必 要 事 項 を 審 議 し ， 事 業 の 推 進 に 努 め る 。  

          な お ， 理 事 及 び 事 務 局 担 当 の 理 事 は ， 事 務 局 と 協 力 し ， 事 業 の 企 画 ・ 運 営 に あ た る 。  

      ４   会 計 は こ の 会 の 経 理 を 担 当 す る 。  

      ５   監 事 は 会 計 を 監 査 す る 。  

 

  

（ 名 誉 会 長 及 び 顧 問 ）  

  第 ８ 条   こ の 会 に 名 誉 会 長 ， 顧 問 を 置 く こ と が で き る 。  

      ２   名 誉 会 長 は 市 長 が あ た る 。 顧 問 は 総 会 の 承 認 を 得 て 会 長 が 委 嘱 す る 。  

      ３   名 誉 会 長 及 び 顧 問 は ， 会 議 に 出 席 し て 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。  

 

 

（ 会   議 ）  

  第 ９ 条   こ の 会 の 会 議 は ， 総 会 及 び 役 員 会 と し ， 必 要 に 応 じ 会 長 が 招 集 し 会 議 の 議 長 は 会 長

が こ れ に あ た る 。  

      ２   会 長 は 必 要 に 応 じ 部 会 を 設 け る こ と が で き る 。 部 会 の 細 則 は 会 長 が 別 に 定 め る 。  

      ３   会 議 の 議 事 は 出 席 者 の 過 半 数 で 決 し ， 可 否 同 数 の と き は 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

     ４  会 長 が や む を 得 な い 事 由 が あ る と 認 め る と き は ， 書 面 に よ る 審 議 を も っ て 会 議 の 議 事 を

決 定 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て ， 前 項 中 「 出 席 者 」 と あ る の は 「 書 面 に よ り 表

決 を 示 し た 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

 

（ 総   会 ）  

  第 1 0 条   総 会 に お い て 協 議 す る 事 項 は 次 の と お り と す る 。  

        （ １ ） 規 約 の 制 定 ・ 改 廃 に 関 す る 事 項  

        （ ２ ） 事 業 計 画 及 び 事 業 報 告 に 関 す る 事 項  

        （ ３ ） 予 算 及 び 決 算 に 関 す る 事 項  

        （ ４ ） 役 員 選 任 に 関 す る 事 項  

        （ ５ ） そ の 他 国 際 交 流 推 進 に 関 す る 事 項  

 

（ 役 員 会 ）  

  第 1 1 条   役 員 会 は ， 会 長 ， 副 会 長 ， 理 事 ， 監 事 及 び 会 計 を も っ て 組 織 す る 。  

      ２   役 員 会 に お い て 協 議 す べ き 事 項 は ， 次 の と お り と す る 。  

        （ １ ） 総 会 に お い て 協 議 す べ き 事 項 に 関 す る こ と 。  

        （ ２ ） 総 会 に お い て 委 任 を 受 け た 事 項 に 関 す る こ と 。  

        （ ３ ） そ の 他 会 長 が 必 要 と 認 め た 事 項 に 関 す る こ と 。  

 

（ 経   費 ）  

  第 1 2 条   こ の 会 の 経 費 は ， 次 の 収 入 を も っ て 充 て る 。  

        （ １ ） 会   費  

        （ ２ ） 補 助 金  

        （ ３ ） 寄 付 金  

        （ ４ ） そ の 他 の 収 入  

 

 

（ 会   費 ）  

  第 1 3 条   会 員 は ， 次 に よ り 年 会 費 を 納 入 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し ， 第 ４ 条 第 １ 項 第 ４ 号 及

び 第 ８ 条 に 係 る 者 は こ の 限 り で は な い 。  

        （ １ ） 第 ４ 条   第 １ 号   個 人 会 員   一 口       ３ ， ０ ０ ０ 円  

        （ ２ ） 第 ４ 条   第 ２ 号   団 体 会 員   一 口     １ ０ ， ０ ０ ０ 円  

        （ ３ ） 第 ４ 条   第 ３ 号   法 人 会 員   一 口     １ ０ ， ０ ０ ０ 円   一 口 以 上  

 

（ 退  会 ）  

第 1 4 条  会 員 が 退 会 し よ う と す る と き は ， そ の 旨 を 会 長 に 届 け な け れ ば な ら な い 。  

     ２   会 員 が 死 亡 又 は 団 体 ・ 法 人 会 員 が 解 散 若 し く は 消 滅 し た と き は ， 退 会 し  

た も の と み な す 。  

     ３   会 員 が ， 特 別 な 理 由 な く 会 費 を 引 き 続 き ３ 年 以 上 納 入 し な い と き は ， 役 員 会 の 承 認 に

よ り 退 会 さ せ る こ と が で き る 。  
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（ 会 計 年 度 ）  

  第 1 5 条   こ の 会 の 会 計 年 度 は ， 毎 年 ４ 月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

  第 1 6 条   事 務 局 の 組 織 は 次 の 通 り と し ， 会 長 が 委 嘱 す る 。  

        （ １ ） 事 務 局 長     １   名  

        （ ２ ） 事 務 局 員     若 干 名  

 

（ 委   任 ）  

  第 1 7 条   こ の 規 約 に 定 め る も の の ほ か ， 必 要 な 事 項 は 会 長 が 別 に 定 め る 。  

 

          付   則     こ の 規 約 は 平 成  ４ 年 ２ 月 ２ ９ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成  ６ 年 ５ 月 １ ２ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成  ７ 年 ５ 月 １ ４ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 １ ２ 年 ６ 月 ３ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 １ ３ 年 ６ 月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 ３ ０ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 １ ７ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 ２ ６ 年 ５ 月 １ ９ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ １ 日 か ら 施 行 す る 。  

          付   則     こ の 規 約 は 令 和 ３ 年 ５ 月 １ ４ 日 か ら 施 行 す る 。  
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